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令
和
五
年
二
月
十
日（
金
）、

弘
前
大
学
は
、
弘
前
市
、
青
森

県
と
と
も
に
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
弘

前
大
学C

O
I-N

E
X

T

　

W
ell-

being

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ

ト2023

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
開
催
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
学
内
外
の
先
生

方
、
参
画
機
関
の
皆
様
、
そ
し

て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
本
学
が
令

和
四
年
十
月
二
十
五
日
に
文
部

科
学
省
・
国
立
研
究
開
発
法
人

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
の
共
創
の
場
形
成
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
（CO

I-N
EX

T

）
の

弘
前
大
学CO

I-N
EXT

　W
ell-being 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト2

0
2
3

拠
点
と
し
て
採
択
さ
れ
て
以
降
、

第
一
回
目
の
大
型
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ

テ
ィ
に
お
け
る
会
場
で
の
リ
ア

ル
開
催
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
国
内
・
海
外
か

ら
約
二
千
二
百
名
の
聴
講
者
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
開
催
テ
ー
マ
を
「〝
弘

前CO
I-N

E
X

T

：W
ell-being

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｊ
最
前
線
〟

新
た
な
る
挑
戦
：W

ell-being

地
域
共
創
社
会
実
現
へ
」
と
設

定
し
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
「
健
康

基
軸
の
『
経
済
発
展
モ
デ
ル
』

と
『
全
世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
』
で

高
Ｑ
Ｏ
Ｌ
＆
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
未
来
社

会
実
現
を
め
ざ
す
」
と
打
ち
出

し
ま
し
た
。

　

新
生
弘
前CO

I-N
EX

T

拠
点

は
、
新
た
に
健
康
を
基
軸
と
し

た
「
経
済
発
展
モ
デ
ル
」
と
「
全

世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
」
でW

ell-
being

な
地
域
共
創
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
Ｃ
Ｏ
Ｉ
で
の
活
動
成
果
を
基

盤
に
し
つ
つ
健
康
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
本
質
的
課
題
解
決
へ
向
け
て

さ
ら
に
力
強
く
挑
戦
し
て
い
き

ま
す
。ST

I for SD
Gs 

の
理
念

の
も
と
、
地
域
か
ら
世
界
の
健

康
づ
く
り
（SD

Gs

）
へ
の
貢

献
を
め
ざ
す
、
新
た
な
る
健
康

未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の

全
体
像
を
披
露
す
る
と
と
も

に
、未
来
の
地
域
社
会
モ
デ
ル
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
創
出
戦
略
等

に
つ
い
て
第
一
線
の
産
学
官
金

民
関
係
者
が
一
大
集
結
し
、
熱

い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
学
長　

福

田
眞
作
先
生
、
青
森
県
副
知
事

　

柏
木
司
氏
、
弘
前
市
長　

櫻

田
宏
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
来
賓
と
し
て
文
部
科
学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策
局　

科

学
技
術
・
学
術
総
括
官　

山
下

恭
徳
氏
、
内
閣
府　

科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

務
局
長　

松
尾
泰
樹
氏
、（
国

研
）
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
）CO

I-N
EX

T

　

地
域
共

創
分
野　

プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

サ
ー　

中
川
雅
人
先
生
、
同　

副
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー　

西
村
訓
弘
先
生
か
ら
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
私
の
方
か

ら
「
弘
前COI-N

EX
T

：
新
た

な
る
挑
戦
へ
」
と
題
し
て
、
こ
れ

ま
で
中
路
先
生
が
先
頭
に
た
っ
て

拓
く
健
康
未
来
デ
ジ
タ
ル
社

会
」
と
題
し
て
同
社
の
戦
略
・

展
開
内
容
お
よ
び
本
拠
点
に
お

け
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
味
の
素

株
式
会
社　

取
締
役　

代
表
執

行
役
副
社
長　

Ｃ
Ｉ
Ｏ　

研
究

開
発
統
括　

白
神
浩
氏
か
ら

「
食
と
健
康
の
課
題
解
決
へ
向

け
た
取
組
み
」
と
題
し
て
、
経

営
理
念
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

と
自
己
実
現
へ
の
貢
献
な
ど
に

つ
い
て
、
同
社
の
取
組
み
内
容

を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
全
世
代
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
最
前
線
：
若
者
が
健

康
の
未
来
を
変
え
る
」
で
は
、

本
学
の
生
協
学
生
委
員
会
か
ら

福
原
美
咲
さ
ん
（
人
文
社
会
科

学
部
二
年
）
に
登
壇
い
た
だ

き
、
活
動
の
具
体
的
な
事
例
と

学
生
委
員
会
の
活
動
の
意
義
に

つ
い
て
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
団
体
コ
コ
キ
ャ
ン
で

医
カ
フ
ェ
サ
ッ
プ
を
運
営
さ
れ

て
い
る
白
戸
蓮
さ
ん
、
佐
々
木

慎
一
朗
さ
ん
（
医
学
部
医
学
科

三
年
）
か
ら
、
学
生
と
い
う
立

場
な
ら
で
は
の
強
み
や
医
カ

フ
ェ
運
営
の
経
験
か
ら
得
た
知

見
な
ど
に
つ
い
て
興
味
深
い
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
戦
略
研
究
最
前
線
」
で
は
京

都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

奥
野
教
授
、
東
京
大
学
大
学
院

情
報
学
環　

上
村
准
教
授
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯

学
総
合
研
究
科　

平
川
教
授
、

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科　

中
杤
准
教
授
が
そ
れ
ぞ

れC
O

I-N
E

X
T

で
取
り
組
ん

で
い
る
最
新
の
研
究
成
果
に
つ

い
て
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
デ
ー
タ
連
携
研

究
最
前
線
」
で
は
、
九
州
大
学

大
学
院
医
学
研
究
院　

二
宮
教

授
、
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科　

的
場
教
授
、

名
桜
大
学　

砂
川
学
長
が
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
で
取
得
さ
れ
た

デ
ー
タ
と
岩
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
診
の
超
多
項
目
健
康
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
の
連
携
に
よ
り
得
ら

れ
た
最
新
の
成
果
を
ご
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
次
世
代
健
康
研

究
最
前
線
」
で
は
、
本
学
医
学

研
究
科
の
三
上
教
授
、
玉
田
教

授
、
伊
東
教
授
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
の
進
捗
に
つ
い
て
ご

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
経
済
循
環
モ
デ

ル
研
究
最
前
線
」
で
は
、
東
京

大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科　

五
十
嵐
客
員
准
教
授
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ

株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長

　

工
藤
氏
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
社
会
課
題
に
か
か
る
研
究

最
新
の
成
果
を
ご
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
別
企
画
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

意
思
決
定
支
援
研
究
最
前
線
」

で
は
、
京
都
府
立

医
科
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科　

成

本
教
授
か
ら
、
意

思
決
定
エ
ン
パ

ワ
ー
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
研
究
成
果
に

つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

特
別
企
画
「
社

会
実
装
戦
略
最
前

線
」
で
はC

O
I-

N
EX

T

の
新
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
資
生

堂
や
小
林
製
薬
、

博
報
堂
な
ど
の
参

画
企
業
か
ら
九
社

の
代
表
が
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
実
装
の

状
況
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
株
式
会
社
宮
田
総
研
代
表

取
締
役
／
株
式
会
社
ヘ
ル
ス
ケ

ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締

役　

宮
田
氏
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
、
最
高
顧
問
で
あ
る
中
路
先

生
、COI-N

EX
T

拠
点
の
副
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
／
医
学

研
究
科
長
の
廣
田
先
生
、
青
森

県
、
弘
前
市
、
企
業
、
学
生
な

ど
幅
広
い
分
野
か
ら
総
勢
十
三

名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇
し「
弘

前CO
I-N

EX
T

：
新
た
な
る
ス

テ
ー
ジ
へ（
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
）」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
熱

心
な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
に
際
し
、
本
学
副
学
長

　

曽
我
先
生
、
副
Ｐ
Ｌ
／
医
学

研
究
科
長　

廣
田
先
生
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
当
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
充
実
し
た
議
論
を
重

ね
、
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
のW

ell-being 

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
は
、

CO
I-N

EX
T

の
拠
点
採
択
後
、

第
一
回
目
の
大
き
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

WB
IS

基調講演・特別講演・特別企画 講師および パネリストプロフィール
村下　公一　弘前大学ＣＯＩ-NEXT 拠点長・全体・研究統括（PL）/ 弘前大学健康未来イノベーション研究機構長 教授

東京大学理学系大学院植物学修士課程修了、 日経メディカル編集部を経て日経バイオテク編集
長、 医療局ニュースセンター長、 先端技術情報センター長、医療局バイオセンター長を歴任。 平成
24 年 6 月から令和 2 年 6 月まで特命編集委員。 慶應大学先端生命科学研究所客員教授、鳥
取大学染色体工学センター客員教 授 。 平成27年7月、（株）宮 田 総 研 設 立。 平成29 年2月、

（株）ヘルスケアイノベーション設立。

 宮田　満   株式会社宮田総研 代表取締役社長 /株式会社ヘルスケアイノベーション  代表取締役社長

2002 年東京大学薬学部薬学科卒業。 2008 年東京大学大学院薬学系研究科博士後期
課程修了。 2008 年から東京大学大学院薬学系研究科特任助教、 2015 年から同特任准
教授を経て、 2019 年より現職。 専門は薬剤経済学 医療経済ガイドラインの作成 ・ 個別の
医療技術の費用対効果評価 ・ QOL 評価指標の構築など、 多方面から意思決定の助けとな
るデータの構築を続けてきた。

五十嵐　中　東京大学大学院薬学系研究科　客員准教授

平成 5 年九州大学医学部卒業、同年九州大学医学研究院病態内科学（旧第二内科）に入局（研修医）、
平成 7 年九州大学医学研究院病態内科学・腎臓研究室に入研、平成 12 年九州大学医学博士取得（免
疫学）、平成 15年久山町研究に入研（学術研究員）、平成 18 年シドニー大学ジョージ国際保健研究所（海
外学術研究員）、平成 23 年九州大学病院　腎・高血圧・脳血管内科（助教）、平成 25 年シドニー大
学ジョージ国際保健研究所（上席研究員）、平成 26 年 九州大学大学院医学研究院附属総合コホート
センター（教授）、平成 28 年九州大学大学院医学研究院衛生・公衆衛生学分野（教授）。

二宮　利治　九州大学大学院医学研究院 教授

 櫻田　宏    弘前市長

砂川　昌範　名桜大学 学長
平成 4 年琉球大学医学科卒業、平成 8 年医学博士取得後シンシナチ大学医学部ポスド
ク（分子細胞生理学）、平成 12 年琉球大学医学研究科 助手（ 生理学第一）、平成 22
年同 助教（ 分子細胞生理学）、平成 26 年 琉球大学医学部 講師（医学教育企画室）、
平成 27 年名桜大学人間健康学部教授、平成 29 年学部長、令和 2 年学長。 血液の線
溶現象および血管平滑筋カルシウムチャネル制御機構の解明に取り組んでいる。

奥野　恭史　京都大学大学院医学研究科 教授 / 京都大学サテライト拠点長 ( サイバー戦略 TL) 
1993年 京都大学薬学部卒業、 同大学院薬学研究科にて博士（薬学）取得。 同大学院医学研究科特
定教授を経て 2016 年 京都大学大学院医学研究科ビッグデータ医科学分野教授、現在に至る。 理化学
研究所計算科学研究センター客員主管研究員、 科技ハブ産連本部　医科学イノベーションハブ推進プログラ
ム　副プログラムディレクター、神戸医療産業都市推進機構　クラスター推進センター連携 ・ 事業化推進グ
ループ客員部長等を経て、 2021 年（現）理化学研究所　計算科学研究センター　HPC ／ AI 駆動型
医薬プラットフォーム　部門長、（現）一般社団法人ライフインテリジェンスコンソーシアム　代表理事を併任。

 瀬川　翔    DeSC ヘルスケア株式会社 代表取締役社長 / 弘前大学 COI-NEXT 副 PL

 成本　迅     京都府立医科大学大学院医学研究科 教授
1995年京都府立医科大学卒。京都府精神保健福祉総合センター、五条山病院などを
経て 2005 年から京都府立医科大学勤務。2016 年から現職。認知症専門医の立場か
ら高齢者の金融包摂や意思決定支援の取組に従事。

的場　聖明　京都府立医科大学大学院医学研究科 教授 / 京都府立医科大学サテライト拠点長　
1990年京都府立医科大学卒業。2003 年－2006 年米国国立衛生研究所研究員。2015
年京都府立医科大学 循環器・腎臓内科学教授。2016 年長寿・地域疫学講座教授（併任）。
心臓エネルギー代謝、ミトコンドリア機能、老化、心不全の基礎研究や血管再生医療
を専門とし、循環器・腎疾患全般の研究・教育・診療と大学の全ての臨床科と協力して、
京丹後地区の長寿の原因探索に取り組んでいる。

参加申込方法 下記の URL または二次元バーコードから『事前参加登録サイト』にアクセスいただき申込をお願いいたします。
聴講方法は『会場聴講（アートホテル弘前シティ・プレミアホール）』 または『オンライン聴講（Zoom）』からご選択可能です。
下記の URL または二次元バーコードから『事前参加登録サイト』にアクセスいただき申込をお願いいたします。
聴講方法は『会場聴講（アートホテル弘前シティ・プレミアホール）』 または『オンライン聴講（Zoom）』からご選択可能です。

中路　重之  青森県医師会健やか力推進センター長 / 弘前大学 COI-NEXT 拠点・最高顧問（学長特別補佐）
昭和54 年弘前大学医学部卒業、 同年弘前大学医学部内科学第一講座入局、 平 成1 6
年大学院医学研究科社会医学講座教授、 平成 24 年医学研究科長（兼医学部長）、 平
成 29 年医学研究科社会医学講座特任教授。 令和 2 年弘前大学学長特別補佐（COI）、
健康未来イノベーションセンター長。 主な取組に岩木健康増進プロジェクト、がん登録、トップア
スリートの健康教育 ・ 科学等。

大阪大学 大学院工学研究科修了。 2010 年、(株)ディー ・ エヌ ・ エーに入社。 E コマース分野で
の新規事業立ち上げや事業責任者を経て、 2015 年 5 月よりヘルスケア事業に参画。 2020 年 4
月より DeSC ヘルスケア（株）の代表取締役社長、 2021 年 9 月より (株) データホライゾン取締役
に就任。 2022 年 10 月から（株）ディー ・ エヌ ・ エー グループエグゼクティブ兼ヘルスケア事業本部
本部長。

青森県庁、ソニー、東大フェロー等を経て 2014 年より現職。弘前大学 COI 拠点では
副拠点長(戦略統括)として産学連携マネジメントを総括。文科省他政府系委員等多数。
内閣府「第 1 回日本オープンイノベーション大賞」内閣総理大臣賞受賞 (2019)。第 7
回プラチナ大賞・総務大臣賞受賞 (2019)。第 9 回イノベーションネットアワード・文
部科学大臣賞受賞 (2020) 。専門︓地域産業 ( イノベーション ) 政策、社会医学。

お問い合わせ先 ︓弘前大学健康未来イノベーション研究機構 TEL︓0172-39-5538   E-mail︓coi_info@hirosaki-u.ac.jp
・ 映像視聴に関わる技術サポートは提供いたしません。 聴講者の PC やネットワーク設定、 Zoom のトラブル等により当日聴講いただけない場合、 対応致しかねますので予めご了承ください。

登録完了メール2.
オンライン聴講を選択された方は開催当日に「聴講用 URL」を
クリックすると以下の画面が表示されます。
Zoom アプリをインストール済みの場合は　ミーティングを起動
インストールしていない場合は「ブラウザから参加してください」を
クリックしてご参加ください。オンライン聴講は
パソコン、タブレット、スマートフォンいずれの端末からも可能です。

オンライン聴講（Zoom）3.
「URL」「二次元バーコード」から『事前参加登録サイト』にアクセス
いただきお名前、メールアドレス等の情報入力をお願いいたします。
参加方法は『会場聴講（アートホテル弘前シティ）』、『オンライン聴講

（Zoom）』の選択が可能です。

施設名施設名

事前参加登録サイト1.
 登録   ボタンをクリックするとご登録されたメールアドレスに

「登録完了メール」が届きます。会場聴講（アートホテル弘前シティ）
をご選択いただいた方にも「聴講用 URL」が記載されたメールが届き
ますが、当日は会場へ直接お越しください。オンライン聴講（Zoom）
をご選択された方は開催当日にメールに記載された「聴講用 URL」を
クリックしサミットにご参加ください。

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_NCplralzS02oaNbVMiu7Wg

① 当日は必ずマスクを着用し、発熱・咳など体調がすぐれない場合は参加をお控えください。
② 受付時に体温測定をさせていただき、37.5 度以上の場合は入場出来ません。
③ 新型コロナウイルス感染症の影響により会場聴講の方法が変更になる場合があります。
④ 「会場聴講（アートホテル弘前シティ・プレミアホール）」を希望された方へもオンライン聴講用 URL をお送りさせていただいております。

① 当日は必ずマスクを着用し、発熱・咳など体調がすぐれない場合は参加をお控えください。
② 受付時に体温測定をさせていただき、37.5 度以上の場合は入場出来ません。
③ 新型コロナウイルス感染症の影響により会場聴講の方法が変更になる場合があります。
④ 「会場聴講（アートホテル弘前シティ・プレミアホール）」を希望された方へもオンライン聴講用 URL をお送りさせていただいております。

Zoom アプリのインストールが可能です。
スマートフォン・タブレットの場合はアプリインストール必須です。

サミット当日は講演開始 15 分前から聴講用 URL を
クリックし聴講画面に入ることができます。

登録完了メール画面

QR コード

事前参加登録サイト画面

事前参加登録はサミット開催当日も可能ですが
お時間に余裕をもっての登録をおすすめいたします。

会場聴講（アートホテル弘前シティ・プレミアホール）をご希望の方へ

本メールは「弘前大学 COI-NEXT Well-being イノベーションサミット 2023」へ
参加申込をいただいた方にお送りさせていただいております。
◆会場聴講（アートホテル弘前シティ・プレミアホール）をご選択いただいた方は
会場へのお越しを心よりお待ち申し上げております。
※新型コロナウイルス感染症の影響により会場にお越しいただけない場合は
下記の聴講用 URL からもご参加いただけます。

◆オンライン聴講（Zoom）の方は下記の聴講用 URL からのご参加を
心よりお待ち申し上げております。

【オンライン聴講用 URL】

ここをクリックして参加
https://us02web.zoom.us/w/89289886557?

白神　浩　  味の素株式会社 取締役 代表執行役副社長 CIO
京都大学大学院工学研究科工業化学修士課程修了、 1986 年 味の素 (株) 入社。 1992 年 オム
ニケム (株)出向 ( ベルギー )、 1993 年 工学博士取得、 1998 年 日本化学技術進歩賞を受賞。
2009 年 味の素 (株) アミノサイエンス事業開発部長、2013 年 アルテア社代表取締役会長兼社長 ( 米
サンディエゴ )。 2019 年 味の素(株) 常務執行役員　アミノサイエンス副事業本部長 バイオファイン研究
所長。 2021 年 執行役専務 Chief Innovation Officer 兼 R&D 統括。 同 2021 年 東北大学
特任教授。 2022 年 6 月より現職。 事業モデル変革、 R&D、 M&A、 CVC、 知財などを担当。

弘前大学人文学部経済学科卒業。 1983 年弘前市役所入庁後、 経営戦略部理事、 観光振
興部長を歴任し、 2018 年から弘前市長。 市民一人一人が長く元気に活躍する 「ひとの健康」
を重視したまちづくりに加え、 健康医療産業の誘致などにより雇用の場が確保され、 所得も向上する
「まちの健康」 にも力を注ぐまちづくりとして、 「健康都市弘前」 の実現に取り組んでいる。

WB
IS

2023.2.10  FRI
1 3︓00 - 1 7︓15
対 象 :  一般市民・学生・大学・企業・研究機関等︓先着300名（会場参加）・1000名（オンライン参加）予定

弘前 COI-NEXT 拠点は、新たに健康を基軸とした「経済発展モデル」と「全世代アプローチ」で Well-being な地域
共創社会の実現をめざす。これまでの COI での活動成果を基盤にしつつ健康 (QOL) の本質的課題解決へ向けてさらに
力強く挑戦する。STI for SDGs の理念のもと、地域から世界の健康づくり (SDGs) への貢献をめざす、新たなる健康
未来イノベーション戦略の全体像を披露するとともに、未来の地域社会モデル、ヘルスケア産業創出戦略等について第
一線の産学官金民関係者が一大集結し、熱く議論する。

弘前 COI-NEXT 拠点は、新たに健康を基軸とした「経済発展モデル」と「全世代アプローチ」で Well-being な地域
共創社会の実現をめざす。これまでの COI での活動成果を基盤にしつつ健康 (QOL) の本質的課題解決へ向けてさらに
力強く挑戦する。STI for SDGs の理念のもと、地域から世界の健康づくり (SDGs) への貢献をめざす、新たなる健康
未来イノベーション戦略の全体像を披露するとともに、未来の地域社会モデル、ヘルスケア産業創出戦略等について第
一線の産学官金民関係者が一大集結し、熱く議論する。

オンライン同時開催
参 加 無 料

弘前大学ＣＯＩ- N E X T
Well-being イノベーションサミット２０23

アートホテル弘前シティ・プレミアホール（青森県弘前市大町 1-1-2）
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“弘前 COI-NEXT: Well-being イノベーション PJ 最前線”“弘前 COI-NEXT: Well-being イノベーション PJ 最前線”
新たなる挑戦 :Well-being 地域共創社会実現へ

PROGRAM   ※プログラム・登壇者は変更になる可能性があります。

主催︓弘前大学・青森県・弘前市　
共催︓青森県医師会・健やか力推進センター・
　　　ひろさき産学官連携フォーラム　　
後援︓文部科学省　

開 会 挨 拶 　　弘前大学長・ 福田眞作、青森県知事・三村申吾、弘前市長・櫻田宏（15）
来 賓 挨 拶       文部科学省 科学技術・学術総括官・山下恭徳氏（5）
                     内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局長・松尾泰樹氏（5）
                     COI-NEXT 地域共創分野 プログラムオフィサー・中川雅人氏（5）
　　　            COI-NEXT 地域共創分野 副プログラムオフィサー・西村訓弘氏（5）
基 調 講 演　　弘前大学 COI-NEXT 拠点長・全体・研究統括（PL）/ 弘前大学健康未来イノベーション研究機構長・教授・村下公一
　　　　　　　　「弘前 COI-NEXT︓新たなる挑戦へ」（15）
特別講演 1　　弘前市長・櫻田宏「健康都市弘前の実現へ向けて（仮）」（10）
特別講演 2　　DeSC ヘルスケア株式会社 代表取締役社長 / 弘前大学 COI-NEXT 副 PL・瀬川翔氏
                     「DeNA が拓く健康未来デジタル社会（仮）」（10）
特別講演 3　　味の素株式会社 取締役 代表執行役副社長 CIO・白神浩氏「食と健康の課題解決へ向けた取組み（仮）」（8）　
　　　　　　　（ブレイクタイム︓15）　
特別企画 1　　全世代型 PJ 最前線︓若者が健康の未来を変える（弘大生協学生委員会・医カフェ）（15）
特別企画 2　　デジタルツイン戦略最前線︓
　　　　　　　　　 京都大学大学院医学研究科 教授 /京都大学サテライト拠点長 ( サイバー戦略 TL) ・奥野恭史氏
                   東京大学大学院情報学環 准教授・上村鋼平氏
                   東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 臨床統計学分野 教授・平川晃弘氏　
                   名古屋大学大学院医学系研究科 准教授・中杤昌弘氏 (22）
特別企画 3　　データ連携最前線︓九州大学大学院医学研究院 教授・二宮利治氏
　　　　　　　京都府立医科大学大学院医学研究科 教授 / 京都府立医科大学サテライト拠点長・的場聖明氏
　　　　　　　名桜大学 学長・砂川昌範氏 （24）
特別企画 4　　次世代健康研究最前線 (DXQOL/ メディ B)︓
　　　　　　　　　    弘前大学 COI-NEXT 人材育成 L /  弘前大学大学院医学研究科・教授・三上達也
　　　　　　　弘前大学 COI-NEXT 外部リソース獲得 L / 弘前大学大学院医学研究科・教授・玉田嘉紀
　　　　　　　弘前大学 COI-NEXT 研究開発・産学連携マネジメント L / 弘前大学大学院医学研究科・教授・伊東健（15）
特別企画 5　　経済循環モデル最前線（SIB+RWD）︓
                                東京大学大学院薬学系研究科 客員准教授 ・五十嵐中氏　
　　　　　　　ICI 株式会社 代表取締役社長・工藤憲一氏（15）　　
特別企画 6　　ユニバーサル意思決定支援最前線︓京都府立医科大学大学院医学研究科 教授・成本迅氏 （6）
特別企画 7　　社会実装戦略最前線 :COI-NEXT の新規企業（27）
パネルＤＣ　　「弘前 COI-NEXT︓新たなるステージへ（新健康イノベ戦略））」
　　　　　　　ＭD︓株式会社宮田総研 代表取締役社長 / 株式会社ヘルスケアイノベーション 代表取締役社長・宮田満氏

                       ＰＲ︓村下 PL、瀬川 SPL、廣田 SPL、中路顧問、弘前市、青森県
　　　　　　　市民 ( 食改 ) 行政･大学･企業 (COI)（30）
閉 会 挨 拶　　弘前大学 理事（研究担当）・副学長・曽我亨（3）
　　　　　　　弘前大学 COI-NEXT 副 PL / 弘前大学大学院医学研究科長・教授・廣田和美（3）
併 催 企 画　　QOL 健診体験（デモ）＋ポスター展示＋学生コラボ企画 ( 生協 )

お申込みは裏面へお申込みは裏面へ

※ネットワーキングパーティーについては、新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み中止致します。   ( 名刺交換会のみ実施 )

福田学長

JST　中川PO

生協学生委員　福原さん

東京医科歯科大　平川先生

ICI　工藤氏

青森県　柏木副知事

JST　西村副PO

医カフェ　白戸さん

九大　二宮先生

京都府医大　成本先生

弘前市　櫻田市長

基調講演（村下）

医カフェ　佐々木さん

京都府医大　的場先生

宮田総研　宮田先生

文部科学省　山下総括官

DeSC　瀬川氏

京大　奥野先生

名桜大　砂川学長

曽我副学長

内閣府　松尾事務局長

味の素　白神氏

東大　上村先生

東大　五十嵐先生

廣田研究科長

パネルディスカッションの様子

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構

機
構
長
（
拠
点
長
）　
教
授
　

機
構
長
（
拠
点
長
）　
教
授
　
村
　
下
　
公
　
一

村
　
下
　
公
　
一

率
い
て
こ
ら
れ
た
弘

前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る

躍
進
に
向
け
、COI-

N
EX

T

拠
点
と
し
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略

構
想
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、

弘
前
市
長　

櫻
田
宏

氏
か
ら
「
健
康
都
市

弘
前
の
実
現
に
向
け

て
」
と
題
し
て
、
市

長
の
掲
げ
る
健
康
都

市
弘
前
構
想
に
つ
い

て
、
熱
意
の
こ
も
っ

た
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
、

DeSC

ヘ
ル
ス
ケ
ア
株

式
会
社　

代
表
取
締

役
社
長
で
、
本
拠
点

の
副
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
の
瀬
川
翔

氏
か
ら
「D

eN
A

が

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ク
ト
以
外
の
地
域
に
お
け
る
健

診
、
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び｢

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
学
講
座｣

に
変
わ
っ
て

二
〇
二
三
年
二
月
よ
り
小
林
製

薬
株
式
会
社
様
の
寄
附
に
よ
る

共
同
研
究
講
座
と
し
て｢

オ
ー

ラ
ル
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
学
講

座｣

が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
共
同
研
究
講
座
の
体
制
と

し
て
弘
前
大
学
か
ら
小
林
恒
、

三
上
達
也
、
中
路
重
之
、
伊
東

健
、
玉
田
嘉
紀
、
沢
田
か
ほ
り

（
敬
称
略
）が
担
当
い
た
し
ま
す
。

　

本
講
座
の
研
究
目
的
は
医
学

―
歯
学
の
連
携
に
よ
り
取
得
し

た
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
口
腔
衛
生
状
態
と
全
身
の

健
康
へ
の
関
係
性
を
解
明
し
、

口
腔
機
能
及
び
全
身
疾
患
の
予

防
・
改
善
に
繋
が
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
創
造
す
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

か
ら
加
齢
に
伴
う
性
ホ
ル
モ
ン

や
認
知
機
能
の
変
化
と
全
身
の

健
康
へ
の
関
係
性
を
解
明
し
、

疾
患
の
予
防
・
改
善
に
繋
が
る

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
共
同
研
究
講
座
設
置
に
よ

り
、
本
学
に
お
け
る
教
育
、
研

究
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
、
地
域

住
民
の
疾
病
予
防
・
改
善
や
健

康
の
維
持
・
増
進
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
学
講
座

設
置
に
あ
た
っ
て

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
学
講
座
　
教
授
　

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
学
講
座
　
教
授
　
小
　
林
　
　
　
恒

小
　
林
　
　
　
恒

（
歯
科
口
腔
外
科
学
講
座
）

共同研究講座
　

口
腔
は
食
物
を
咀
嚼
し
て
嚥

下
す
る
こ
と
で
栄
養
を
摂
取

し
、
人
と
話
を
す
る
な
ど
日
常

生
活
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な

役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
近

年
、
摂
食
・
嚥
下
・
構
音
の
機

能
の
み
で
は
な
く
、
歯
の
数
の

減
少
や
歯
周
炎
の
罹
患
に
よ

り
、
糖
尿
病
、
認
知
症
、
誤
嚥

性
肺
炎
、
動
脈
硬
化
、
早
産
、

低
体
重
児
出
産
な
ど
全
身
疾
患

に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
歯
周
炎
は
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

口
腔
ケ
ア
関
連
商
品
を
開
発

販
売
す
る
企
業
に
お
い
て
も
弘

前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
に
参
画
し
て
共

同
研
究
を
通
し
て
、
新
た
な
知

見
を
得
る
こ
と
は
重
要
な
意
義

を
持
ち
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
流

れ
か
ら
、
以
前
に
共
同
研
究
講

座
と
し
て
は
ラ
イ
オ
ン
株
式
会

社
様
の
寄
附
に
よ
り
二
〇
一
六

年
五
月
か
ら｢

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
学
講
座｣

を
設
置
し
、

口
腔
・
睡
眠
と
全
身
疾
患
の
関

係
解
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
弘
前
市
役
所
職
員
を
対

象
と
し
た
口
腔
啓
発
型
健
診
、

黒
石
市
小
学
校
に
お
け
る
歯
列

と
習
慣
の
関
連
に
関
す
る
研
究

な
ど
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

地
域
中
核
特
色
あ
る
研
究
大
学

医
学
研
究
科
長
　
廣
　
田
　
和
　
美

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

　

前
回
の
第
百
三
号
で
記
し
ま

し
た
様
に
、
昨
年
、
文
部
科
学

省
の
共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム｢C

O
I-N

E
X

T
｣

事
業

（
地
域
共
創
分
野
・
本
格
型
）

に
本
学
の｢

健
康
を
基
軸
と
し

た
経
済
発
展
モ
デ
ル
と
全
世
代

ア
プ
ロ
ー
チ
で
つ
く
るw

ell-
being

地
域
社
会
共
創
拠
点｣

が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
文
部
科
学
省
の｢

地
域
中

核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
」、｢

地
域
中
核
・

特
色
あ
る
研
究
大
学
の
連
携
に

よ
る
産
学
官
連
携
・
共
同
研
究

の
施
設
整
備
事
業｣

へ
の
応
募

資
格
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
折
角

資
格
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
か

ら
、
何
と
し
て
も
こ
れ
ら
地
域

中
核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
関

連
事
業
の
採
択
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
取

れ
れ
ば
、
地
方
大
学
の
中
で
高

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
少
な
く
と
も
向
こ

う
十
年
間
は
、
弘
前
大
学
は
安

泰
で
、
ひ
た
す
らCO

I-N
EX

T

で
の
研
究
活
動
を
活
性
化
す
る

こ
と
に
専
念
で
き
ま
す
。
そ
し

て
十
年
間
で
積
み
上
げ
た
成
果

で
、
そ
れ
以
降
も
自
立
し
た
地

方
大
学
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
存
在
感
を
発
揮
で
き
る
は
ず

で
す
。
そ
う
な
れ
ば
、在
校
生
、

卒
業
生
に
と
っ
て
、
母
校
を
よ

り
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
前
号
で
も
述

べ
ま
し
た
様
に
、
既
存
の
健
康

未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
加
え
、健
康
・
医
療
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

と
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
研
究
大
学
と

し
てCO

I-N
EX

T

事
業
並
び

に
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
臨
床
・

基
礎
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
健
康
未
来

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ
て

健
診
事
業
を
実
施
し
、
革
新
的

コ
ホ
ー
ト
研
究
を
推
進
す
る
。

健
康
・
医
療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国

の
拠
点
と
連
携
し
て
健
診
事

業
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
得
ら
れ

た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
を
行

う
。
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
デ
ー

タ
解
析
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
の

裏
付
け
と
な
る
病
態
や
機
序
の

解
明
を
行
っ
て
診
断
、
予
防
法

を
開
発
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
を
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
社
会
実
装
し
て

い
く
。
さ
ら
に
社
会
実
装
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
健
康
・
医
療

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
で
解
析
し
、
そ
の
機
序
的

解
明
を
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
健

康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
社
会
実
装
をU

pdate

し
て
行
く
と
い
う
様
な
三
セ
ン

タ
ー
で
構
成
さ
れ
る
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
を
回
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
（
図
）。

　

ま
た
、
地
域
中
核
・
特
色
あ

る
研
究
大
学
事
業
で
は
、
自
治

が
集
ま
っ
て
今
回
の
事
業
採
択

に
向
け
た
話
し
合
い
が
あ
っ
た

席
上
で
、CO

I-N
EX

T

の
流
れ

か
ら
是
非
と
も
医
学
研
究
科
が

中
心
と
な
っ
て
の
採
択
を
目
指

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
皆
さ
ん
に

体
と
の
協
働
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、「
健
康
を
軸
と
し

大
学
が
中
心
と
な
っ
た
真
の
地

方
創
生
」
を｢

健
康
都
市
弘
前

｣

を
掲
げ
て
い
る
弘
前
市
を
中

心
に｢

短
命
県
返
上｣

を
掲
げ

て
い
る
青
森
県
を
始
め
と
し
た

県
内
の
自
治
体
と
共
に
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、「
世

界
に
発
信
し
、
地
域
と
共
に
創

造
す
る
」
と
い
う
弘
前
大
学
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
地
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
中
核
・
特
色

あ
る
研
究
大
学
事
業
は
、
医
学

研
究
科
が
中
心
と
な
っ
て
採
択

さ
れ
たC

O
I-N

E
X

T

が
基
盤

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業

採
択
に
向
け
て
も
医
学
研
究
科

が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
本
学
出

身
者
で
あ
り
、
母
校
の
ラ
ン
ク

が
上
が
る
こ
と
へ
の
思
い
は
、

よ
り
強
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
私
は
、
各
研
究
科
長

　

人
間
で
大
切
な
の
は
何
よ
り

も
縁
で
あ
ろ
う
か
？
〝
親
ガ

チ
ャ
〟
な
ど
と
変
な
言
葉
も
流

議
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
で

選
択
し
た
か
ど
う
か
に
関
わ
ら

ず
、
置
か
れ
た
状
況
に
お
け
る

縁
は
大
切
な
も
の
と
思
い
ま

す
。
人
生
は
、
そ
こ
に
ま
つ
わ

る
種
々
の
縁
と
一
体
と
な
り
、

流
れ
る
川
の
様
に
進
ん
で
行
く

の
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
富
山
県
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
が
、
大
学
か
ら
山
形

縁
を
紡
ぐ内

分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
　
教
授
　
大
　
門
　
　
　
眞

お
願
い
し
、
大
筋
の
了
解
を
得

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

医
学
研
究
科
の
皆
様
方
に
も
、

色
々
な
御
協
力
を
お
願
い
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

布
さ
れ
て
い
る
が
、
親
子
の
関

係
は
ま
さ
に
縁
の
最
た
る
も
の

だ
ろ
う
が
、
自
分
で
親
を
選
ぶ

こ
と
は
出
来
な
い
。
人
生
は
選

択
の
連
続
で
あ
る
と
は
よ
く
言

わ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で

も
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
自
分

で
選
択
し
た
様
に
思
っ
て
も
、

状
況
か
ら
し
て
そ
の
選
択
し
か

無
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、

考
え
て
み
る
と
複
雑
で
不
可
思

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

と
し
て
実
施
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
学
内
の
先
生

方
、
参
画
機
関
の
皆
様
は
じ
め

ご
関
係
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま

し
た
ご
指
導
、
ご
支
援
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
改
め
ま
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

弘
前
大
学C

O
I-N

E
X

T

拠
点

は
今
後
も
関
係
者
一
同
、

W
ell-being

地
域
社
会
共
創
の

実
現
に
向
け
て
、
躍
進
し
て
参

り
ま
す
。
先
生
方
、
ご
関
係
皆

様
に
は
引
き
続
き
の
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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こ
の
度
、
令
和
五
年
四
月
一

日
付
で
獨
協
医
科
大
学
精
神
神

経
医
学
講
座
の
主
任
教
授
を
拝

命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

弘
前
大
学
医
学
部
を
平
成
五
年

に
卒
業
し
、
神
経
精
神
医
学
講

座
に
入
局
。
弘
前
大
学
病
院
勤

務
時
代
は
特
に
専
門
性
は
持

た
ず
、「
ど
ん
な
患
者
も
見
捨

て
ず
治
療
す
る
」
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
精
神
科
疾
患
を
持
つ
す

べ
て
の
患
者
に
対
し
て
高
水
準

の
医
療
が
提
供
で
き
る
医
師
を

目
指
し
、
い
わ
ゆ
る
難
し
い
患

者
を
含
め
、
月
五
百
人
の
外
来

患
者
を
診
察
し
つ
つ
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
に
も
参
画
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
四
月
か
ら
は
獨

協
医
科
大
学
精
神
神
経
医
学
講

座
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

獨
協
医
科
大
学
の
源
流
は
明

治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
に

ド
イ
ツ
文
化
を
摂
取
し
、
日
本

文
教
の
興
隆
を
図
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
獨
逸
学
協
会
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三

年
）、
獨
協
医
科
大
学
を
栃

木
県
壬
生
町
に
開
学
し
ま
し

た
。
獨
協
医
科
大
学
病
院
は
特

定
機
能
病
院
で
あ
る
一
方
、

一
一
九
五
床
（
三
十
病
棟
）
と

国
内
屈
指
の
規
模
を
誇
る
大
病

院
で
す
。
近
隣
に
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
病
院
が
な
い
た
め
市
中
病
院

の
役
割
も
併
せ
持
ち
、
難
病
に

加
え
て
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
も

多
く
来
院
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
弘
前
大
学
病
院
時
代
に

培
っ
た
精
神
科
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
の
力
が
大
変
役
立
っ
て
い

教
授
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

獨
協
医
科
大
学
精
神
神
経
医
学
講
座
　
教
授
　
古
　
郡
　
規
　
雄

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
巨

大
総
合
病
院
の
特
徴
か
ら
、
精

神
科
で
は
リ
エ
ゾ
ン
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
求
め

ら
れ
、自
殺
未
遂
患
者
の
対
応
、

妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、
認

知
症
や
せ
ん
妄
に
対
応
な
ど
で

多
職
種
の
チ
ー
ム
医
療
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
存
在
感
を
見
出

せ
て
い
ま
す
。
私
は
認
知
症
ケ

ア
チ
ー
ム
、
自
殺
再
企
図
予
防

チ
ー
ム
、Covid19

こ
こ
ろ
の

ケ
ア
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
さ

せ
て
も
ら
い
、
移
植
チ
ー
ム
や

肥
満
手
術
チ
ー
ム
の
一
員
で
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
四
月
か
ら

は
小
児
科
と
摂
食
障
害
治
療
合

同
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

医
学
部
教
育
で
は
医
師
国
家

試
験
対
策
に
相
当
の
エ
フ
ォ
ー

ト
を
割
い
て
い
ま
す
。
私
は
国

試
サ
ポ
ー
ト
委
員
と
し
て
、

　

二
〇
〇
四
年（
平
成
十
六
年
）

に
泌
尿
器
科
学
講
座
教
授
と
し

て
採
用
し
て
頂
い
て
か
ら
約
十

九
年
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
は

国
立
大
学
の
法
人
化
と
初
期
臨

床
研
修
の
必
修
化
が
始
ま
っ
た

年
で
し
た
。
医
学
部
を
卒
業
し

た
新
人
医
師
は
二
年
間
の
初
期

研
修
を
経
て
専
門
研
修（
入
局
）

す
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
的
に

ど
の
大
学
も
人
手
不
足
に
な
っ

た
年
で
し
た
。
当
講
座
の
医
師

も
最
も
少
な
い
と
き
で
私
を
含

め
て
七
名
に
な
り
、
当
直
医
の

確
保
も
難
し
い
ほ
ど
で
し
た
。

苦
し
い
数
年
間
を
と
も
に
歩
ん

で
頂
い
た
ス
タ
ッ
フ
に
ひ
た
す

ら
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
お

　

医
学
研
究
科
皮
膚
科
学
講
座

の
澤
村
大
輔
で
す
。
こ
の
二
〇

二
三
年
三
月
で
医
学
研
究
科
を

退
職
と
な
り
ま
す
。
思
い
起
こ

せ
ば
一
九
七
六
年
の
四
月
に
弘

前
大
学
医
学
部
に
入
学
し
て
か

ら
で
す
の
で
、
す
で
に
半
世
紀

近
く
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。
医
学
研

究
科
の
皆
様
に
は
、
深
く
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

私
も
医
学
研
究
科
の
広
報
委
員

会
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
医
学

部
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
編
集
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
い
つ
も
興
味
深

陰
様
で
二
〇
〇
八
年
か
ら
米

国
で
研
究
生
活
を
送
っ
て
い

たPh.D
.

の
先
生
方
に
加
わ
っ

て
頂
き
、
二
〇
〇
九
年
頃
か
ら

新
人
医
師
が
入
り
始
め
、
そ
の

後
は
多
く
の
有
能
な
若
手
医
師

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
国
際
学
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
な
ど
楽

し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
基
礎
、
臨
床
を
問
わ
ず

一
緒
に
仕
事
を
し
て
頂
い
た
皆

様
、
学
位
や
専
門
医
資
格
取
得

の
た
め
一
緒
に
頑
張
っ
た
皆
様

が
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

　

一
時
低
迷
し
て
い
た
本
県
の

腎
移
植
を
本
院
で
再
開
す
る
こ

と
も
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
重
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
し
か

し
、
当
初
は
人
手
不
足
で
若
手

医
師
を
研
修
に
派
遣
す
る
こ
と

く
、
楽
し
み
に
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
百

四
号
と
い
う
こ
と
で
、
末
永
く

発
行
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
弘
前
大
学
に
入
学
し

て
以
後
、
生
活
し
て
い
く
上
で

大
変
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
結

構
苦
労
し
た
こ
と
が
引
っ
越
し

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
入
学

後
、
弘
前
市
城
南
→
弘
前
市
寒

沢
町
→
弘
前
市
銅
屋
町
（
卒
業

し
て
皮
膚
科
入
局
）
→
青
森
市

県
病
宿
舎
→
弘
前
市
茂
森
町
→

弘
前
市
蔵
主
町
→
青
森
市
県
病

ア
パ
ー
ト
→
弘
前
市
新
寺
町
→

ア
メ
リ
カ
チ
ェ
リ
ー
ヒ
ル
→
弘

前
市
青
山
三
丁
目
→
弘
前
市
青

山
五
丁
目
→
函
館
市
北
美
原
→

札
幌
市
西
区
北
三
十
三
条
→
弘

前
市
山
王
町
→
弘
前
市
土
手

町
、
と
十
五
回
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
小
さ
い
時
も
、
私
の
父

も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
当

科
単
独
で
の
腎
移
植
は
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
消
化
器
外
科
と

循
環
器
腎
臓
内
科
に
御
協
力
頂

き
、
苦
肉
の
策
と
し
て
「
診
療

科
の
枠
組
み
を
超
え
た
新
し
い

腎
移
植
ユ
ニ
ッ
ト
：
チ
ー
ム
弘

大
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
多

く
の
皆
様
に
助
け
て
頂
き
、
本

院
の
腎
移
植
ユ
ニ
ッ
ト
も
な
ん

と
か
一
人
歩
き
で
き
る
ま
で
に

成
長
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
、
国
内

に
ほ
と
ん
ど
導
入
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を

視
察
す
る
た
め
に
米
国
の
四
施

設
を
訪
問
し
、
そ
の
将
来
性
を

確
信
し
ま
し
た
。
東
京
都
を
除

が
銀
行
員
だ
っ
た
関
係
で
引
っ

越
し
が
多
く
、
札
幌
市
で
生
ま

れ
→
名
古
屋
市
→
東
京
都
用
賀

→
東
京
都
阿
佐
ヶ
谷
→
札
幌
市

円
山
→
釧
路
市
→
札
幌
市
円
山

と
、
小
学
校
は
三
校
、
中
学
は

二
校
通
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
引
っ
越
し
は
上
手
で
あ
り

ま
す
し
、
物
を
す
ぐ
す
て
て
し

ま
う
の
も
得
意
で
す
。

　

引
っ
越
し
を
す
る
と
結
構
苦

労
す
る
の
が
、
役
所
に
行
っ
て

の
手
続
き
で
す
。
戸
籍
謄
本
な

ど
は
本
籍
地
の
あ
る
自
治
体
で

し
か
も
ら
え
な
い
の
で
、
私
は

市
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
は
本

籍
地
も
変
更
し
て
い
ま
し
た
。

一
度
医
師
免
許
を
な
く
し
て
再

発
行
し
て
も
ら
っ
た
と
き
は
、

医
師
免
許
発
行
時
か
ら
、
そ
こ

に
い
た
る
ま
の
で
本
籍
地
に
在

籍
し
た
こ
と
を
書
類
で
証
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
（
ど
う
し

て
必
要
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

弘
大
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

退
職
に
あ
た
っ
て

泌
尿
器
科
学
講
座
　
教
授
　
大
　
山
　
　
　
力

皮
膚
科
学
講
座
　
教
授
　
澤
　
村
　
大
　
輔

く
関
東
甲
信
越
・
東
北
・
北
海

道
で
最
初
に
本
病
院
に
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
で
き
、
本

院
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
ハ
イ
ボ

リ
ュ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

そ
し
て
症
例
見
学
施
設
と
し
て

成
長
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
中

で
も
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
膀
胱
全
摘

除
術
の
術
式
確
立
と
保
険
収
載

を
主
導
さ
せ
て
頂
き
、
何
度
か

厚
生
労
働
省
に
赴
い
た
こ
と
は

貴
重
な
思
い
出
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

研
究
面
で
は
、
糖
鎖
生
物
学

を
中
心
に
診
療
と
リ
ン
ク
し
た

基
礎
研
究
が
展
開
で
き
ま
し

た
。
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
研

究
し
て
き
た
前
立
腺
癌
の
新
規

体
外
診
断
薬
も
在
職
中
に
製
造

承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
、
腫
瘍
の
血
管
内
皮
細
胞
に

選
択
性
の
あ
る
ペ
プ
チ
ド
と
ホ

ウ
素
製
剤
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
高

精
度
ホ
ウ
素
中
性
子
補
足
療
法

の
開
発
と
製
剤
化
は
、
こ
れ
か

ら
佳
境
を
迎
え
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

で
過
ご
し
ま
し
た
。
山
形
大
学

に
進
ん
だ
の
は
受
験
に
伴
う
偶

然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ

で
多
く
の
縁
が
紡
が
れ
ま
し

た
。
五
十
歳
半
ば
に
な
り
、
ご

縁
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
弘

前
大
学
に
教
授
と
し
て
赴
任
す

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
新
た
に

多
く
の
知
己
を
得
、
こ
の
十
年

余
の
間
に
か
け
が
え
の
無
い
縁

を
紡
い
で
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
十
年
余
の
間
、
多
く
の

人
達
と
出
会
い
、
地
域
の
発
展

に
共
に
取
り
組
み
、
そ
れ
な
り

の
成
果
を
残
せ
た
と
思
い
ま

す
。
中
で
も
、
良
か
っ
た
事
は

多
く
の
仲
間
を
新
た
に
増
や
す

こ
と
が
出
来
た
事
で
す
。
医
師

と
い
う
資
格
を
新
た
に
取
得
さ

れ
る
人
の
数
が
限
ら
れ
る
中
で
、

教
室
の
仲
間
を
如
何
に
増
や
す

か
は
、
一
般
社
会
で
の
新
人
採

用
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

そ
の
専
門
分
野
が
如
何
に
魅
力

的
か
を
皆
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
事

は
当
然
で
す
が
、
教
授
を
含
め

た
教
室
全
体
の
魅
力
が
重
要
で

す
。
そ
ん
な
中
、
仲
間
を
多
く

増
や
せ
た
事
は
と
て
も
嬉
し
く
、

青
森
県
は
も
と
よ
り
日
本
全
体

の
医
療
、
医
学
の
発
展
に
寄
与

で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
〝
短
命
県
返
上
〟
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
私
の
赴
任
時
に
既

に
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
の
中
心
と
し
て
岩
木

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
形
で
舟

形
研
究
と
い
う
疫
学
研
究
に
関

与
し
て
い
た
事
も
あ
り
、
こ
の

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
多
く
の
大

学
院
生
と
共
に
種
々
の
研
究
成

果
を
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
先
日
、
新
た
な
都
道
府
県

別
の
寿
命
の
発
表
が
厚
生
労
働

省
よ
り
あ
り
、
短
命
県
返
上
に

は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
少
し

残
念
で
す
が
、CO

I-N
EX

T

と

発
展
し
て
き
た
岩
木
健
康
増
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
未
来

で
は
必
ず
達
成
さ
れ
る
も
の
と

祈
念
致
し
ま
す
。
皆
様
方
と
の

出
会
い
を
大
切
な
縁
と
し
て
、

私
自
身
も
こ
れ
か
ら
も
発
展
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
直
近
の
三
年
間
は

附
属
病
院
長
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
病
院
長
就
任
と
同

時
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
が
始
ま
り
、
附
属

病
院
の
み
な
ら
ず
、
医
学
研
究

科
、
保
健
学
研
究
科
、
法
人
本

部
の
皆
様
、
文
京
町
キ
ャ
ン
パ

ス
の
皆
様
、
県
内
の
医
療
施

設
、
県
、
市
、
保
健
所
の
皆
様

と
共
に
幾
多
の
波
を
か
わ
し
、

乗
り
越
え
る
よ
う
に
し
て
対
応

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
連
の

対
応
の
中
で
、
情
報
の
有
効
シ

グ
ナ
ル
と
ノ
イ
ズ
の
聞
き
分
け

方
、
想
定
外
の
事
象
へ
の
対
応

法
、
組
織
の
在
り
方
や
運
営
方

法
、
外
部
組
織
と
の
連
携
な
ど

多
く
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
き
、
人
間
と
し
て
も
成
長
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

医
師
、
研
究
者
と
し
て
も
、

「
道
半
ば
」
で
生
涯
現
役
を
目

標
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

い
が
）、
い
ろ
い
ろ
な
過
去
の

本
籍
地
に
行
っ
て
書
類
を
発
行

し
て
も
ら
い
大
変
で
し
た
。

　

さ
て
、
退
職
後
に
つ
い
て
は

い
ま
の
と
こ
ろ
弘
前
に
住
ん

で
、
い
ま
ま
で
培
っ
て
き
た

皮
膚
科
診
療
の
知
識
を
も
っ

て
、
さ
ら
に
地
域
医
療
に
貢
献

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
ま
た
医
学
研
究
科

の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
る
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、「
あ
れ
、
あ
ん
た
だ
れ
だ
っ

た
け
」「
覚
え
て
い
な
い
な
～
」

な
ど
と
言
わ
ず
に
、
末
永
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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今
回
、
第
二
十
六
回
日
本
臨

床
内
分
泌
病
理
学
会
学
術
総
会

に
お
い
て
佐
野
賞
を
受
賞
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。
佐
野
賞
は
内
分

泌
病
理
学
の
分
野
で
卓
越
し
た

業
績
の
あ
る
満
五
十
五
歳
以
下

の
研
究
者
を
対
象
と
し
た
学
術

賞
で
す
。
受
賞
題
名
は
「
病
理

的
解
析
に
基
づ
く
糖
尿
病
病
態

の
解
明
」
で
す
。
分
子
病
態
病

理
学
講
座
で
は
八
木
橋
操
六
前

教
授
か
ら
糖
尿
病
を
病
理
学
的

に
研
究
す
る
と
い
う
、
世
界
で

も
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
本
受
賞
で
も
、
二

型
糖
尿
病
に
お
け
る
膵
β
細
胞

容
積
低
下
機
序
の
解
明
、
糖
尿

病
性
神
経
障
害
の
病
態
解
明
と

い
う
当
講
座
の
主
な
二
つ
の
研

究
テ
ー
マ
を
評
価
さ
れ
て
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年

に
ヒ
ト
二
型
糖
尿
病
に
お
い
て

β
細
胞
量
が
減
少
す
る
こ
と
を

世
界
で
最
初
に
解
明
し
て
以
来
、

そ
の
病
態
に
つ
い
て
ヒ
ト
検
体
、

ラ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
用
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
で

は
、高
齢
者
発
症
糖
尿
病
で
は
、

著
明
な
膵
島
ア
ミ
ロ
イ
ド
沈
着

が
み
ら
れ
、
膵
導
管
内
に
腫
瘍

性
病
変
を
高
頻
度
で
合
併
し
て

い
る
こ
と
や
、
大
血
管
障
害
を

二
型
糖
尿
病
に
合
併
し
て
い
る

症
例
で
も
膵
島
の
ア
ミ
ロ
イ
ド

沈
着
が
お
き
、
膵
島
内
細
小
血

管
病
変
を
起
こ
す
こ
と
な
ど
を

報
告
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
結
果
は
病
理
学
的
観
点
か
ら

二
型
糖
尿
病
の
更
な
る
細
分
化

を
可
能
に
し
う
る
知
見
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
性

神
経
障
害
に
つ
い
て
は
、
最
近

は
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
て
痛
覚
閾
値
を
測
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
糖
尿
病
性
神
経

障
害
の
初
期
病
態
に
つ
い
て
研

究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
痛
覚

閾
値
悪
化
に
は
血
中
の
リ
ポ
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
結
合
タ
ン
パ

ク
が
マ
ー
カ
ー
に
な
る
可
能
性

や
、
腸
内
細
菌
や
口
腔
内
細
菌

　

こ
の
度
、
二
〇
二
二
年
十
一

月
四
日
か
ら
五
日
に
千
葉
県
浦

安
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
第

五
十
六
回
日
本
側
彎
症
学
会
学

術
集
会
に
お
い
て
、
シ
ョ
ー
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
シ
ョ
ー
ト
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表

者
の
中
か
ら
、
二
人
の
座
長
の

先
生
に
よ
る
採
点
に
て
選
出
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
研
究
題
目
「
医
学

生
を
対
象
に
し
た
随
証
治
療
に

よ
る
漢
方
処
方
選
択
の
確
立
」

で
採
択
頂
き
、
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
公
表
の
医
学
教

育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
漢
方
が
卒
前
教
育
の
項

目
に
加
わ
り
、
弘
前
大
学
で
は

卒
前
教
育
と
卒
後
・
生
涯
教
育

の
連
続
性
を
重
視
し
た
教
育
体

制
が
構
築
さ
れ
、
卒
前
教
育
で

は
九
十
分
×
六
回
の
講
義
で
総

論
的
内
容
、
各
論

的
講
義
に
加
え
実

習
の
枠
が
設
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
度

の
コ
ア
カ
リ
で
は

「
漢
方
医
学
の
特

徴
や
、
主
な
和
漢

薬
（
漢
方
薬
）
の

適
応
、
薬
理
作
用

を
概
説
で
き
る
」

こ
と
が
医
学
教
育

の
到
達
目
標
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
二
〇
一
六

年
日
本
漢
方
医
学

教
育
振
興
財
団
も

日
本
の
伝
統
医
療

で
あ
る
漢
方
医
学

の
普
及
・
定
着
・

　

私
の
演
題
名
は
「
思
春
期
特

発
性
側
彎
症
に
お
け
る
骨
代
謝

マ
ー
カ
ー
と
椎
体
楔
状
化
、Cobb

角
の
関
連
」
で
し
た
。
思
春
期
特

発
性
側
彎
症 

（
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
の
原

因
は
現
在
も
不
明
な
点
が
多

く
、
病
態
の
解
明
は
よ
り
効
果

的
で
低
侵
襲
な
治
療
の
た
め
に

重
要
で
す
。
Ａ
Ｉ
Ｓ
に
お
い
て

骨
密
度
低
下
や
骨
質
不
良
が

Cobb

角
進
行
の
リ
ス
ク
因
子

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
明
ら
か
で
は

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

佐
野
賞
受
賞

第第
2626
回
日
本
臨
床
内
分
泌
病
理
学
会
学
術
総
会

回
日
本
臨
床
内
分
泌
病
理
学
会
学
術
総
会

分
子
病
態
病
理
学
講
座
　
教
授
　
水
　
上
　
浩
　
哉

二
〇
二
二
年
度
漢
方
医
学
教
育
研
究
助
成

漢
方
医
学
教
育

漢
方
医
学
教
育 SYM

PO
SIU

M
 2023

 SYM
PO

SIU
M

 2023

検
査
部
　
助
教
　
皆
　
川
　
智
　
子

（
皮
膚
科
　
診
療
講
師
）

シ
ョ
ー
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
優
秀
賞
受
賞

第第
5656
回
日
本
側
彎
症
学
会
学
術
集
会

回
日
本
側
彎
症
学
会
学
術
集
会

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
助
教
　
新
戸
部
　
陽
士
郎

あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
の
目
的

は
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
と
椎
体
楔

状
化
、Cobb

角
重
症
度
の
関

連
を
検
討
す
る
こ
と
で
し
た
。

対
象
は
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院
で
手
術
を
行
っ
た
Ａ
Ｉ
Ｓ

症
例
の
う
ち
、
主
胸
椎
カ
ー
ブ

が
メ
ジ
ャ
ー
カ
ー
ブ
で
あ
る

二
十
八
例
と
し
ま
し
た
。

　

結
果
で
す
が
、
骨
吸
収
マ
ー

カ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
ｘ
は
椎
体
楔

状
化
とCobb

角
の
両
方
と
正

国
試
対
策
の
夏
合
宿
や
冬
合

宿
の
随
行
、
成
績
不
良
者
の

チ
ュ
ー
タ
ー
、
メ
ン
タ
ル
不
調

の
学
生
の
診
療
、
さ
ら
に
国
試

の
前
日
か
ら
学
生
と
一
緒
の
ホ

テ
ル
に
滞
在
し
、
急
病
者
の
対

応
や
、
朝
六
時
に
昼
食
の
弁
当

を
「
頑
張
っ
て
！
」
と
言
い
な

が
ら
渡
す
と
い
う
重
要
な
（
？
）

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
か
、
国
試
合
格
率
も

九
十
五
％
前
後
と
ま
ず
ま
ず
の

ラ
イ
ン
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
毎
年
約
五
十
名
の
初

期
研
修
医
が
入
職
し
、
精
神
科

に
は
毎
月
五
―
十
名
が
回
っ
て

き
ま
す
の
で
、
精
神
医
学
の
基

礎
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た

毎
年
二
―
六
名
入
局
す
る
専
攻

医
に
は
精
神
科
専
門
医
や
精
神

保
健
指
定
医
取
得
の
た
め
、
医

局
員
全
員
で
様
々
な
手
厚
い
指

導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
四
月
か
ら
は
、
講
座
担

当
者
と
し
て
、
優
れ
た
臨
床
医

を
数
多
く
育
て
、
精
神
科
入
局

者
に
は
最
高
水
準
の
精
神
科
医

に
な
る
教
育
を
施
す
こ
と
で
、

日
本
の
医
療
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
弘
前
大
学

関
係
者
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で

の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
引
き
つ
づ
き
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

と
痛
覚
閾
値
の
関
係
を
解
明

し
、
腸
内
細
菌
で
あ
る
バ
ク
テ

ロ
イ
デ
ス
属
の
減
少
が
痛
覚
閾

値
悪
化
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
見
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
結
果
か
ら
神
経
障
害
と

炎
症
が
関
連
し
て
い
る
と
考

え
、
モ
デ
ル
動
物
で
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
末
梢
神
経
系
の
炎

症
、
特
に
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の

浸
潤
が
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
惹
起

す
る
こ
と
や
脊
髄
後
根
神
経
節

細
胞
の
軸
索
伸
張
を
阻
害
す
る

こ
と
を
解
明
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
成
果
は
、
分
子

病
態
病
理
学
講
座
の
皆
様
、
大

学
院
生
、
多
く
の
共
同
研
究
者

の
方
々
、
特
に
岩
木
健
康
増
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
認

め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
中
路
特

任
教
授
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
我
々
の
研
究
成

果
を
い
つ
か
糖
尿
病
患
者
に
応

用
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

教
室
員
全
員
で
精
力
的
に
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

発
展
を
奨
励
し
、
教
育
を
通

じ
、「
良
き
医
療
」
の
実
現
に

貢
献
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
は
「
弘
前
大
学
東
洋
医
学

研
究
会
」
を
き
っ
か
け
に
、
新

谷
哲
一
先
生
に
師
事
し
、
和
漢

薬
学
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
た

袴
田
健
一
教
授
に
専
門
医
取
得

勧
奨
頂
き
、
取
得
で
き
ま
し

た
。
小
児
外
科
医
で
も
あ
る
萱

場
広
之
前
検
査
部
長
の
ご
理
解

の
お
か
げ
で
、
須
貝
道
博
先
生

か
ら
引
き
継
い
だ
勉
強
会
を
継

続
、
弘
前
大
学
漢
方
医
学
研
究

会
の
顧
問
：
柿
崎
育
子
先
生
や

学
生
の
方
々
と
漢
方
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　

CO
V

ID
-19

の
影
響
で
腹
診

実
習
が
難
し
く
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
を
切
望
し
ま
し
た
が
、
一
台

七
十
七
万
で
断
念
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
附
属
病
院
総
務
課
の

梅
田
さ
つ
き
さ
ん
に
事
務
的

support

頂
き
応
募
し
研
究
助

成
二
百
万
獲
得
、
腹
診
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
二
台
と
医
学
生
一
人
一

冊
を
目
標
に
日
本
漢
方
医
学
教

育
協
議
会
編
集
の
教
科
書
を
購

入
、
漢
方
医
学
講
座
等
な
く
医

学
研
究
科
学
務
担
当
に
管
理
を

ご
快
諾
頂
け
ま
し
た
。

　

和
漢
薬
学
講
義
担
当 

横
山

良
仁
教
授
の
ご
尽
力
で
、
麻
酔

科
に
漢
方
外
来
が
設
立
さ
れ
、

毎
週
水
曜
に
坪 

敏
仁
先
生
に

診
療
頂
い
て
い
ま
す
（
高
畑
淳

子
先
生
、
工
藤
隆
司
先
生
が
三

年
間
の
研
修
終
了
、
島
田

美
智
子
先
生
、
紺
野
真
緒

先
生
が
研
修
中
）。
川
村 

強
先
生
や
東
北
支
部
の
先

生
方
の
ご
尽
力
で
私
も

二
〇
二
一
年
指
導
医
取

得
、
二
〇
二
二
年
三
月
か

ら
野
田 

浩
先
生
、
佐
藤

博
彦
先
生
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
。
二
〇
二
二
年

夏
、
皮
膚
科
診
察
室
不
足

と
承
り
、
二
〇
二
二
年
十

月
か
ら
廣
田
和
美
教
授
、

木
村 

太
外
来
医
長
に
ご

了
承
頂
け
、
麻
酔
科
外
来

看
護
師
・
事
務
の
方
々
に

support

頂
き
、
自
分
も

鍼
を
学
び
つ
つ
専
門
医
育

成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
度
か
ら
は
、
和

漢
薬
学
講
義
担
当 

新
岡
丈
典

教
授
の
も
と
、
四
年
時
に
講
義

と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
実
技

を
行
い
〝
証
〟
や
〝
随
証
治
療
〟

を
理
解
し
、
実
践
で
き
る
よ
う

漢
方
医
学
教
育
の
発
展
に
努
め

ま
す
。
漢
方
を
続
け
ら
れ
感
謝

し
て
い
ま
す
。
澤
村
大
輔
教

授
、
ご
指
導
頂
い
た
諸
先
生

方
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
第
一
三
四
回
日

本
血
液
学
会
東
北
地
方
会
（
令

和
四
年
九
月
三
日
、
山
形
市
）

に
お
い
て
最
優
秀
演
題
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
演
題
名
は
、

「BN
T

162b2 CO
V

ID
-19

ワ
ク

チ
ン
接
種
後
に
左
上
腕
に
発
症

し
た
節
外
性
Ｎ
Ｋ
／
Ｔ
細
胞
リ

ン
パ
腫
、鼻
型
の
一
例
」
で
す
。

　

CO
V

ID
-19

ワ
ク
チ
ン
接
種

後
に
、
同
側
の
反
応
性
リ
ン
パ

節
腫
脹
を
き
た
す
場
合
が
あ
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
報
告
し
た
症
例
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
部
位
に
節
外
性
Ｎ
Ｋ

／
Ｔ
細
胞
リ
ン
パ
腫
、鼻
型
（
以

下
、
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
）
を
発
症
し
ま

し
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
は
、Epstein-

Barr virus

（
以
下
、
Ｅ
Ｂ
Ｖ
）

の
再
活
性
化
が
関
与
す
る
ま
れ

な
悪
性
リ
ン
パ
腫
（
本
邦
に
お

い
て
三
％
未
満
）
で
す
。
鼻
腔

周
辺
に
病
変
が
限
局
し
て
い
る

場
合
以
外
は
予
後
不
良
で
す
。

本
症
例
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

部
位
近
傍
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｖ
再

活
性
化
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
ま
で
同
様
の
症

例
報
告
は
皆
無
で
あ
る
た
め
、

文
献
学
的
な
考
察
を
加
え
て
発

表
し
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
症

例
を
経
験
・
発
表
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
関
係
者
各
位
に
深

謝
い
た
し
ま
す
。

　

CO
V

ID
-19

に
対
す
る
各
種

ワ
ク
チ
ン
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
収
束
さ
せ
る
た
め
に
、
極
め

て
短
期
間
で
開
発
・
臨
床
応
用

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
的
規
模
で

広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
有
効
性
と
副
反
応
は
未
知

の
部
分
も
多
い
の
が
事
実
で

す
。
直
接
的
因
果
関
係
を
証
明

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
ま

ず
は
医
療
者
が
経
験
し
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
症
例
の

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

最
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

第第
134134
回
日
本
血
液
学
会
東
北
地
方
会

回
日
本
血
液
学
会
東
北
地
方
会

大
学
院
二
年
　
山
　
下
　
　
　
覚

（
消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
）

蓄
積
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

血
液
内
科
診
療
に
お
い
て

も
、CO

V
ID

-19

感
染
拡
大
は

極
め
て
重
大
な

問
題
で
す
。
造

血
器
腫
瘍
の
治

療
が
中
断
・
延

期
と
な
っ
た

り
、
原
疾
患
・

原
疾
患
治
療
に

起
因
す
る
液
性

免
疫
不
全
の
た

め
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
抗
体

価
が
全
く
上
昇

し
な
か
っ
た
り
、

C
O

V
ID

-19

感

染
後
数
か
月
に

渡
っ
て
抗
原
が

陰
性
化
し
な
い

症
例
な
ど
を
経

験
し
、
診
療
に

難
渋
し
て
い
ま

の
相
関
を
認
め
ま
し
た
。
ま
た

年
齢
、
Ｎ
Ｔ
ｘ
、
骨
形
成
マ
ー

カ
ー
で
あ
る
Ｂ
Ａ
Ｐ
を
独
立
変

数
と
し
た
多
変
量
解
析
で
も
、

Ｎ
Ｔ
ｘ
の
み
が
椎
体
楔
状
化
の

有
意
な
因
子
で
し
た
。
本
研
究

結
果
か
ら
、
骨
吸
収
の
亢
進
が

椎
体
楔
状
化
を
増
大
さ
せ

Cobb

角
が
増
大
す
る
、
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。
本
研
究
は
骨
代
謝
と
椎

体
楔
状
化
の
関
連
を
検
討
し
た

初
め
て
の
報
告
で
し
た
。

　

今
回
の
賞
は
、
青
森
県
の
側

弯
症
治
療
を
長
期
に
わ
た
っ
て

精
力
的
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

本
研
究
のstudy design

か
ら

ス
ラ
イ
ド
作
成
ま
で
熱
く
ご
指

導
い
た
だ
い
た
、
和
田
簡
一
郎

第
175
回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会
の
学
生
・
初
期

研
修
医A

W
A
R
D

発
表
部
門
に
て
最
優
秀
賞
受
賞

第第
175175
回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

医
学
科
六
年
　
藤
　
尾
　
静
　
香

（
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座
）

　

こ
の
度
、
二
〇
二
二
年
十
二

月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
第

一
七
五
回
日
本
循
環
器
学
会
東

北
地
方
会
、
学
生
・
初
期
研
修

医A
W

A
RD

発
表
部
門
で
、「
多

彩
な
心
合
併
症
を
呈
し
た
野
生

型
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
レ
チ
ン
心
ア

ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
一
例
」
と

い
う
演
題
名
で
症
例
発
表
を
行

い
、
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま

す
。
多
く
の
診
療
科
で
も
、
周

術
期
・
周
産
期
の
対
策
や
面

会
・
付
き
添
い
制
限
に
よ
る
患

者
・
家
族
の
心
身
的
問
題
、
医

療
従
事
者
の
疲
弊
等
、
初
め
て

経
験
す
る
問
題
が
次
々
と
生
じ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。COVID-19

感
染
拡
大
が
一
日
も
早
く
収
束

す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

し
た
。
野
生
型
ト
ラ
ン
ス
サ
イ

レ
チ
ン
心
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

は
、
遺
伝
子
変
異
の
な
い
野
生

型
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
レ
チ
ン
四
量

体
が
、
加
齢
に
伴
い
解
離
・
重

合
し
て
ア
ミ
ロ
イ
ド
線
維
を
形

成
し
、
組
織
に
沈
着
し
て
機
能

障
害
を
起
こ
し
発
症
す
る
疾
患

で
、
右
心
不
全
を
主
体
と
す
る

左
室
駆
出
率
（
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｆ
）
が

保
た
れ
た
心
不
全
や
、
房
室
ブ

ロ
ッ
ク
な
ら
び
に
心
房
細
動
と

い
っ
た
不
整
脈
が
初
発
症
状
と

な
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
症
例
は
、
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｆ

低
下
や
心
房
細
動
、
非
持
続
性

心
室
頻
拍
、冠
動
脈
三
枝
病
変
、

高
血
圧
な
ど
の
多
彩
な
合
併
症

を
有
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

本
症
例
の
よ
う
に
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｆ
の

低
下
し
た
心
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
に
対
し
て
は
、
通
常
の
心
不

全
と
比
べ
薬
物
治
療
、
非
薬
物

治
療
と
も
に
推
奨
度
が
低
く
、

個
別
の
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
症
例
に
対
し
当
科
で

行
っ
た
集
学
的
治
療
に
つ
い
て
、

文
献
的
考
察
を
交
え
な
が
ら
報

告
し
ま
し
た
。

　

発
表
に
際
し
て
は
、
多
く
の

合
併
症
と
約
半
年
間
に
及
ぶ
治

療
経
過
を
ど
う
簡
潔
に
ま
と
め

る
か
、
と
い
う
部
分
が
大
き
な

課
題
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

合
併
症
に
つ
い
て
文
献
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
読
み
漁
り
、
先
生

方
に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

何
と
か
ス
ラ
イ
ド
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
初
め
て
の
学
会
発
表
と
い

う
こ
と
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
が
、
誰
よ
り
も
時
間
を
か
け

て
準
備
し
て
き
た
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
、
六
年
間
の
学
生
生

活
の
集
大
成
と
し
て
胸
を
張
っ

て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
発
表
後
は
、
他
の
先
生
方

の
発
表
を
拝
聴
し
た
り
、
他
大

学
の
先
生
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
と
、
学
会
の
雰
囲

気
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

こ
の
よ
う
な
素
敵
な
機
会
に
お

誘
い
い
た
だ
き
、
ご
指
導
賜
り

ま
し
た
循
環
器
腎
臓
内
科
学
の

富
田
泰
史
教
授
、
木
村
正
臣
先

生
、
西
崎
公
貴
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
全
て
の
先
生
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

や
っ
ぱ
り
い
い
、
対
面
で
の
弘
前
医
学
会

弘
前
医
学
会
会
計
幹
事
　
黒
　
瀬
　
　
　
顕

（
病
理
診
断
学
講
座
　
教
授
）

第
160
回
弘
前
医
学
会
例
会

　

前
日
ま
で
の
雪
も
一
段
落
し

青
空
の
広
が
っ
た
一
月
二
十
七

日
午
後
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

に
よ
り
第
百
六
十
回
弘
前
医
学

会
例
会
が
三
年
ぶ
り
に
医
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
の
医
学
会
例
会
は
医
学

研
究
科
長
廣
田
和
美
先
生
が
会

長
の
も
と
、
庶
務
幹
事
袴
田
健

一
先
生
、
編
集
幹
事
田
坂
定
智

先
生
、会
計
幹
事
黒
瀬
（
筆
者
）

が
担
当
致
し
ま
し
た
。
廣
田
先

生
の
ご
挨
拶
に
続
く
一
般
演
題

で
は
、
大
沢
弘
先
生
（
総
合
診

療
部
）、
高
畑
武
功
先
生
（
む

つ
下
北
地
域
医
療
学
講
座
）、

松
坂
方
士
先
生
（
医
療
情
報

部
）
が
座
長
を
務
め
ら
れ
十
演

題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
発
表
者
自
身
の
研
究
や
医

療
に
基
づ
い
た
内
容
の
深
い
も

の
で
し
た
。
そ
の
後
座
長
の
先

生
に
高
橋
識
志
先
生
（
法
医
学

講
座
）
を
加
え
た
四
人
の
審
査

員
に
よ
る
学
会
賞
選
考
が
行
わ

れ
、
選
考
委
員
長
高
橋
先
生
よ

座長　櫻庭裕丈先生

先
生
の
お
陰
様
で
受
賞
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
ご

指
導
く
だ
さ
っ
た
石
橋
恭
之
教

授
、
脊
椎
班
の
先
生
方
を
は
じ

め
と
す
る
弘
前
大
学
整
形
外
科

学
講
座
の
先
生
方
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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糖
尿
病
性
神
経
障
害
の
新
規

糖
尿
病
性
神
経
障
害
の
新
規

発
症
機
序
の
解
明
に
つ
い
て

発
症
機
序
の
解
明
に
つ
い
て

【
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
】

【
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
】

分
子
病
態
病
理
学
講
座
　
教
授
　

分
子
病
態
病
理
学
講
座
　
教
授
　
水
　
上
　
浩
　
哉

水
　
上
　
浩
　
哉

　

二
〇
二
二
年
十
二
月
九
日
の

東
奥
日
報
の
一
面
、
陸
奥
新

報
、
同
日
の
青
森
放
送
の

ニ
ュ
ー
ス
レ
ー
ダ
ー
に
分
子
病

態
病
理
学
講
座
の
遲
野
井
祥
先

生
、
水
上
を
中
心
と
し
た
多
機

関
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

研
究
成
果
が
報
道
さ
れ
ま
し
た

の
で
そ
の
内
容
を
報
告
い
た
し

か
わ
ら
ず
根
治
的
治
療
法
は
未

だ
確
立
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
糖
尿
病

性
神
経
障
害
に
お
け
る
末
梢
神

経
の
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
に
着

目
し
ま
し
た
。
遲
野
井
先
生
を

中
心
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
の

精
力
的
な
（
文
字
通
り
寝
る
間

を
惜
し
ん
で
の
）
研
究
に
よ
り

マ
ウ
ス
の
解
析
、
ラ
イ
ブ
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
確
立
す
る

こ
と
に
よ
り
、
①
早
期
の
糖
尿

病
性
神
経
障
害
マ
ウ
ス
モ
デ
ル

に
お
い
て
炎
症
性
細
胞
の
一
種

で
あ
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
催

炎
症
性
の
性
質
を
獲
得
す
る
こ

と
、
②
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど
を

神
経
に
放
出
し
、
神
経
の
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
を
引
き
起
こ
す

慮
し
、
時
期
を
前
倒
し
て
九
月

中
旬
よ
り
感
染
対
策
に
十
分
な

配
慮
を
し
た
上
で
Ｐ
ｒ
ｅ
ク
リ

ク
ラ
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
自
体
も
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
定
め

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
下
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

従
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
今
年
度

は
Ｐ
ｒ
ｅ
ク
リ
ク
ラ
の
時
期
が

感
染
第
七
波
、
第
八
波
と
重

な
っ
た
た
め
、
学
生
・
教
職
員

と
も
コ
ロ
ナ
感
染
と
戦
い
な
が

ら
の
困
難
な
道
の
り
で
あ
っ
た

が
、
幸
い
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
当
日
は
一

人
の
欠
席
者
を
出
す
こ
と
も
な

く
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽

力
・
ご
協
力
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
改
め
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

　

令
和
三
年
五
月
の
医
師
法
一

部
改
正
に
よ
り
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
公

的
な
試
験
と
位
置
づ
け
ら
れ

た
。
令
和
五
年
度
は
初
め
て
の

公
的
下
で
の
試
験
の
実
施
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
従
来

に
も
増
し
て
厳
正
に
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
法
に
適
っ
た

厳
正
・
厳
密
な
実
施
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
教
員
、
事

務
職
員
の
皆
様
を
始
め
と
す
る

関
係
各
位
の
な
お
一
層
の
ご
協

力
、
ご
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　

令
和
四
年
十
二
月
十
日（
土
）、

四
年
次
学
生
百
三
十
名
を
対
象

と
し
て
令
和
四
年
度
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

（O
bjective Structured 

Clinical Exam
ination

、
客
観

的
臨
床
能
力
試
験
）
が
、
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
一
号
棟
を
会
場

と
し
て
行
わ
れ
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

と
は
四
年
次
の
学
生
に
対
し
、

診
療
参
加
型
臨
床
実
習
（
ク
リ

ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
Ⅰ
）

を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、

技
能
、
態
度
の
有
無
を
判
定
す

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

  

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
実
施
状
況

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
実
施
状
況

総
合
診
療
医
学
講
座
　
教
授
　
加
　
藤
　
博
　
之

る
公
式
な
実
技
試
験
で
あ
り
、

全
国
の
す
べ
て
の
医
学
部
で
行

わ
れ
て
い
る
。
医
療
系
大
学
間

共
用
試
験
実
施
評
価
機
構

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
作
成
し
た
い
く

つ
か
の
分
野
に
関
す
る
試
験
問

題
に
対
し
、
学
生
が
試
験
官
で

あ
る
教
員
の
前
で
実
際
に
実
技

を
行
い
、
そ
の
習
熟
度
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
き

評
価
が
行
わ
れ
る
。

　

今
回
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
で
は
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
模
擬

診
察
室
で
、
模
擬
患
者
（
一
部

は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）に
対
し
、

学
生
が
診
察
を
行
い
、
こ
れ
を

教
員
が
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か

ら
は
機
構
派
遣
監
督
者
一
名
が

派
遣
さ
れ
、
本
学
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

実
施
状
況
全
般
に
つ
い
て
評
価

を
頂
い
た
。
当
日
の
試
験
は
極

め
て
厳
正
に
実
施
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
九
年
度
ま
で
は
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
に
先
立
つ
三
週
間
に
、
臨

床
実
習
入
門
科
目
で
あ
り
、
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
準
備
科
目
で
も
あ
る

「
Ｐ
ｒ
ｅ
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー

ク
シ
ッ
プ
」（
以
下
Ｐ
ｒ
ｅ
ク

リ
ク
ラ
）
の
教
育
が
集
中
的
に

行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
二
〇

二
〇
年
度
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考

　

こ
の
度
は
、
令
和
五
年
一
月

二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
百

六
十
回
弘
前
医
学
会
例
会
に
お

い
て
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
の
で
御
報
告
い
た
し

ま
す
。
演
題
名
は｢BEA

S-2B

気
道
上
皮
細
胞
に
お
い
て

T
LR3

シ
グ
ナ
ル
がISG60

発

現
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の

検
討｣

で
し
た
。
呼
吸
器
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
最
も
一
般
的
な

感
染
症
の
一
つ
で
あ
り
、
近
年

で
はSA

RS-CoV
-2

に
よ
る
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

特
異
的
な
治
療
法
が
確
立
さ
れ

て
い
る
物
は
少
な
く
、
今
後
の

治
療
法
開
発
の
た
め
に
は
気
道

上
皮
細
胞BEA

S-2B

に
お
け

る
自
然
免
疫
反
応
の
詳
細
を
知

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
研
究

は
そ
の
一
環
で
あ
り
、
自
然
免

疫
応
答
に
関
与
す
る
と
さ
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
刺
激

弘
前
医
学
会
例
会

弘
前
医
学
会
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
て

脳
血
管
病
態
学
講
座
　
助
手
　
田
　
中
　
佑
　
典

遺
伝
子
（Interferon stim

ulate 
genes

：ISGs

）
の
機
能
の
解
析

を
行
い
ま
し
た
。ISGs

は
現
在

ま
で
に
約
二
百
種
類
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
本
研
究
で
は
そ
の

内
の
一
つ
で
あ
るISG60

の
発
現

と
機
能
に
つ
い
て
解
析
を
行
い

ま
し
た
。
合
成T

LR3

リ
ガ
ン

ド
で
あ
る
ポ
リ
イ
ノ
シ
ン
酸-

ポ

リ
シ
チ
ジ
ル
酸
（poly IC

）
で

BEA
S-2B

を
処
理
す
る
と
、

ISG60

の
発
現
は
濃
度
依
存
性
、

時
間
依
存
性
に
上
昇
を
認
め
ま

し
た
。
ま
たRN

A

干
渉
法
で

ISG60

の
発
現
量
を
低
下
さ
せ
、

他
のISGs

の
発
現
量
を
測
定
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ン
パ

球
の
遊
走
に
関
与
す
る
と
さ
れ

るCX
CL10

の
発
現
量
が
低
下

し
ま
し
た
。
ま
た
他
のISGs

で
はISG56

の
発
現
量
が
低
下

し
、
ま
たISG56

の
発
現
量
を

低
下
さ
せ
る
とISG60

の
発
現

が
部
分
的
に
抑
制
さ
れ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、ISG60

と
相
互

に
発
現
を
制
御
し
て
い
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。ISG60
は
抗

ウ
イ
ル
ス
免
疫
応
答
に
対
し
て

関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
今
後
さ
ら
な
る
解
析
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
研
究
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
考
察
を
深
め

る
余
地
が
あ
り
、
引
き
続
き
解

析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

発
表
に
あ
た
り
御
指
導
い
た

だ
い
た
今
泉
教
授
を
始
め
、
講

優秀発表賞授賞式（高橋選考委員長　田中佑典先生　廣田会長）

座
内
の
先
生
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
御
指
導
御
鞭
撻
の
程

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

り
脳
血
管
病
態
学
講
座　

田
中

佑
典
先
生
に
よ
る
「BEA

S-2B

気
道
上
皮
細
胞
に
お
い
て

T
LR3

シ
グ
ナ
ル
がISG60

発
現

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
検

討
」
が
優
秀
発
表
賞
に
選
ば
れ

た
旨
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

高
橋
先
生
か
ら
「
実
験
に
よ
る

仮
説
検
証
の
質
の
高
さ
に
加

え
、
他
臓
器
に
お
け
る
自
然
免

疫
研
究
へ
の
展
開
の
可
能
性
、

ま
た
質
疑
応
答
に
お
け
る
論
理

性
が
高
く
評
価
さ
れ
た
」
と
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
一

般
演
題
は
い
ず
れ
も
内
容
の
質

が
高
く
選
考
に
難
渋
し
た
と
後

か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　

優
秀
発
表
賞
授
賞
式
、
記
念

撮
影
の
後
、
例
会
講
座
と
し
て

平
賀
寛
人
先
生
（
消
化
器
血
液

内
科
学
講
座
）
の
大
腸
カ
プ
セ

ル
内
視
鏡
の
お
話
は
と
て
も
楽

し
く
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

学
術
奨
励
賞
受
賞
記
念
講
演
と

し
て
竹
内
祐
貴
先
生
（
分
子
病

態
病
理
学
講
座
）
に
よ
る
痛
覚

閾
値
と
体
内
細
菌
叢
と
の
関

係
、
鶴
田
覚
先
生
（
消
化
器
外

科
学
講
座
）
に
よ
る
組
織
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
内
在
ヒ
ト
腸
管
オ

ル
ガ
ノ
イ
ド
、
学
術
特
別
賞
と

し
て
飯
野
勢
先
生
（
消
化
器
内

科
、
血
液
内
科
、
膠
原
病
内
科
）

に
よ
る
腸
内
細
菌
叢
と
慢
性
疾

患
と
の
関
連
の
お
話
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
学
術
的
そ
し
て
臨
床

的
に
と
て
も
興
味
が
惹
か
れ
ま

し
た
。

　

参
加
総
数
は
六
十
七
人
で
こ

の
う
ちT

eam
s

に
よ
る
参
加

は
二
十
二
人
で
し
た
。
ま
だ
少

し
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
先
行
き

が
不
透
明
で
す
が
、
皆
さ
ん
が

一
堂
に
会
し
て
の
学
会
の
意
義

が
感
じ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

次
回
は
本
年
六
月
三
日
（
土
曜

日
）、
第
百
六
回
弘
前
医
学
会

総
会
が
季
節
も
よ
い
む
つ
市
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

平賀寛人先生

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ま
す
。
本
研
究
で
は
ラ
イ
ブ
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
用
い
て
糖

尿
病
性
神
経
障
害
に
お
け
る
新

規
発
症
、
進
展
機
序
を
解
明
し

ま
し
た
。
糖
尿
病
性
神
経
障
害

は
頻
度
が
高
く
、
症
状
に
足
の

痛
み
、
痺
れ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
適
切
に
治
療
し
な
い
と
感

覚
の
鈍
麻
、
潰
瘍
の
形
成
な
ど

が
お
き
、
最
悪
足
の
切
断
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多

く
の
患
者
さ
ん
が
い
る
に
も
か

図22..培養神経細胞突起における物質輸送。
神経細胞体（*）からのびる神経突起内にドット状にみえるピンク⾊の輸送物質が認められる。⿊枠ではマクロファージ（Mφ）が神経
突起周囲に存在している。論⽂内の動画では催炎症性マクロファージの存在下で、これらピンク⾊ドットとして観察される輸送物質の
神経細胞体への輸送がうまく⾏われていないことが確認できる。

図1.本研究のまとめ
糖尿病性神経障害では催炎症性のM1マクロファージが神経周囲に集まり、インスリン抵抗性を引き起こす。その結果、神経輸送能⼒
の低下、神経細胞機能の減弱、神経障害が発症する。マクロファージのRAGEを⽋損させ、そのシグナルを阻害すると、神経に抗炎症性
のM2マクロファージが集まり、インスリン抵抗性はおこらず、神経輸送能⼒も維持され、糖尿病性神経障害の発症は抑制される。
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青
森
県
は
、
脳
血
管
疾
患
の

年
齢
調
整
死
亡
率
は
男
女
と
も

に
全
国
上
位
三
位
以
内
に
位
置

し
て
い
る
が
、
脳
卒
中
を
専
門

と
し
て
診
療
す
る
医
師
が
極
め

て
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
に
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
脳
血

管
内
治
療
が
で
き
る
脳
卒
中
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
、
人
口
十
万

人
当
た
り
〇
・
六
二
人
（
平
均

〇
・
八
五
人
）
と
全
国
平
均
を

大
き
く
下
回
る
が
、
治
療
件
数

は
全
国
五
位
に
位
置
し
て
い

る
。
脳
卒
中
に
対
す
る
脳
血
管

内
治
療
医
は
、
青
森
県
に
お
い

て
は
今
後
の
活
躍
の
場
が
広

く
、
県
民
の
健
康
寿
命
促
進
に

大
き
く
寄
与
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
脳
卒
中
診
療
分
野
へ
の
こ

れ
か
ら
の
若
い
医
師
の
参
加
と

活
躍
が
渇
望
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

脳
卒
中
は
卒（
に
わ
）か
に
、

中
（
あ
た
）
る
、
と
い
う
漢
字

の
通
り
、
突
然
に
発
症
し
、
生

命
の
危
険
や
そ
の
後
の
日
常
生

活
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
脳

血
管
疾
患
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

疾
患
と
し
て
は
、
脳
梗
塞
、
脳

出
血
、
く
も
膜
下
出
血
の
三
つ

脳
神
経
外
科
学
講
座
　
教
授
　
斉
　
藤
　
敦
　
志

脳
卒
中
に
つ
い
て
知
ろ
う

脳
卒
中
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
～
急
募　
脳
卒
中
診
療
医
～

　
～
急
募　
脳
卒
中
診
療
医
～

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
健
康
・
医
療
講
演
会

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
健
康
・
医
療
講
演
会

　

二
〇
二
二
年
九
月
二
十
四
日

と
二
十
五
日
の
二
日
間
、
弘
前
城

天
守
閣
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
児
が

ん
の
啓
発
を
目
的
と
す
る
国
際

的
な
取
り
組
み
「Global Gold 

Septem
ber Cam

paign

」
の
一

環
で
、
日
本
小
児
が
ん
治
療
研

究
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｇ
）
が
中

心
と
な
り
、
弘
前
城
の
ほ
か
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
出
雲
大

G
lobal G

old S
eptem

ber C
am

paign 2
0

2
2

「
弘
前
城
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」
開
催

小
児
科
学
講
座
　
教
授
　
照
　
井
　
君
　
典

に
分
類
さ
れ
る
。
近
年
は
早
期

治
療
や
診
断
技
術
、
治
療
技
術

の
進
歩
に
よ
っ
て
死
亡
率
は
減

少
し
て
い
る
が
、
後
遺
症
に

よ
っ
て
健
康
寿
命
を
損
な
う
重

大
な
疾
患
で
あ
る
こ
と
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
症
状
は
、
損

傷
を
受
け
た
脳
の
部
位
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
理
解
力
や
判
断

力
、
覚
醒
状
態
が
低
下
す
る
意

識
障
害
、
脱
力
に
代
表
さ
れ
る

運
動
障
害
、
感
覚
低
下
や
し
び

れ
感
に
代
表
さ
れ
る
感
覚
障

害
、
言
語
の
理
解
や
想
起
、
発

語
困
難
と
い
っ
た
言
語
障
害
が

主
な
症
状
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

程
度
に
よ
っ
て
は
、
社
会
復
帰

や
自
立
し
た
日
常
生
活
を
困
難

と
し
介
護
を
要
す
る
状
態
に
陥

る
。

　

脳
を
栄
養
す
る
血
管
の
血
管

壁
が
傷
み
弱
っ
て
し
ま
う
と
、

血
管
壁
が
分
厚
く
な
る
か
、
薄

く
な
っ
て
し
ま
う
。
血
管
壁
が

厚
く
な
る
変
化
は
動
脈
硬
化
と

い
い
厚
み
を
増
し
内
腔
が
細
く

な
る
こ
と
で
脳
血
流
が
減
少
し

脳
梗
塞
が
起
こ
る
。
脳
を
栄
養

す
る
太
い
血
管
（
主
幹
動
脈
）

の
動
脈
硬
化
に
起
因
す
る
脳
梗

塞
は
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
梗
塞

と
い
い
、
二
百
μ
ｍ
径
以
下
の

細
い
血
管
の
閉
塞
に
起
因
す
る

脳
梗
塞
は
ラ
ク
ナ
梗
塞
と
呼
ば

れ
る
。
心
房
細
動
な
ど
の
不
整

脈
に
よ
っ
て
心
臓
内
に
血
栓
が

形
成
さ
れ
、
脳
動
脈
に
塞
栓
を

起
こ
す
梗
塞
は
心
原
性
塞
栓
と

呼
ば
れ
る
。
高
齢
化
に
伴
っ
て

心
房
細
動
の
患
者
が
増
え
る
と

心
原
性
塞
栓
は
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。
脳
梗
塞
に
お
い
て

は
、
早
期
診
断
と
早
期
の
再
灌

流
療
法
が
転
帰
を
改
善
す
る
。

近
年
は
、
ｔ
Ｐ
Ａ
と
い
う
抗
血

栓
薬
の
四
・
五
時
間
以
内
の
静

脈
内
投
与
と
カ
テ
ー
テ
ル
を
使

用
し
た
血
栓
回
収
療
法
が
普
及

し
治
療
転
帰
の
改
善
に
寄
与
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
青

森
県
内
に
お
い
て
は
こ
の
脳
梗

塞
の
急
性
期
治
療
を
担
う
血
栓

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

回
収
療
法
実
施
医
資
格
を
有
す

る
医
師
が
極
端
に
少
な
く
、
脳

卒
中
診
療
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
青
森
県
の
現
状

で
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
担

う
医
師
は
脳
神
経
外
科
医
の
脳

血
管
内
治
療
指
導
医
が
育
成
に

当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

脳
神
経
外
科
に
お
い
て
は
、
脳

神
経
外
科
に
は
属
し
て
も
開
頭

手
術
を
主
と
せ
ず
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
に
特
化
し
た
脳
卒
中
診

療
医
を
育
成
す
る
こ
と
も
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と

い
え
る
。

　

脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
、
く
も

膜
下
出
血
の
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
脳
血
管
の
傷
み
や
弱
り
の

進
行
が
そ
の
成
因
に
影
響
す
る

生
活
習
慣
病
の
側
面
が
大
き

い
。
高
血
圧
、脂
質
代
謝
異
常
、

糖
質
代
謝
異
常
と
い
っ
た
基
礎

疾
患
の
予
防
や
早
期
治
療
、
飲

酒
歴
や
喫
煙
歴
、
栄
養
指
導
、

運
動
指
導
と
い
っ
た
生
活
習
慣

の
見
直
し
が
、
発
症
予
防
に
は

不
可
欠
で
あ
る
。
青
森
県
に
お

い
て
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
基
礎
疾

患
や
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
包

括
的
に
管
理
で
き
る
脳
卒
中
診

療
医
の
活
躍
の
場
は
広
く
、
医

療
全
体
に
大
き
く
寄
与
で
き
る

こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
脳
卒

中
診
療
医
の
育
成
が
、
こ
れ
か

ら
の
脳
卒
中
診
療
に
は
不
可
欠

で
あ
り
、
意
欲
の
あ
る
若
い
医

師
の
参
加
と
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

講演会の様子

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

社
な
ど
、
全
国
三
十
八
か
所
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
弘
前
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
う
に
あ
た
り
、
弘
前
市
や
附

属
病
院
、
患
者
家
族
会
「
う
ぃ

ず
」、
患
者
支
援
団
体
「
と
も
し

び
プ
ラ
ス
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
小
児
が
ん

の
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
リ
ボ
ン
・
カ

ラ
ー
は
ゴ
ー
ル
ド
で
す
。
が
ん
に

こ
と
、
③
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の

炎
症
性
性
質
へ
の
分
化
は
、
Ｒ

Ａ
Ｇ
Ｅ
と
い
う
細
胞
表
面
の
受

容
体
が
活
性
化
す
る
こ
と
、
④

末
梢
神
経
に
お
け
る
末
梢
側
か

ら
中
枢
側
へ
の
栄
養
因
子
な
ど

の
物
質
輸
送
機
能
が
低
下
し
、

神
経
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
、

⑤
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｅ
遺
伝
子
欠
損
マ
ウ

ス
で
は
糖
尿
病
に
し
て
も
神
経

周
囲
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
抗

炎
症
性
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
な

り
、
神
経
の
物
質
輸
送
機
能
が

低
下
せ
ず
、
神
経
障
害
を
発
症

し
な
い
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た

（
図
１
，
２
）。
本
研
究
成
果
は

未
だ
根
治
的
治
療
法
が
な
い
糖

尿
病
性
神
経
障
害
に
対
し
て
、

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｅ
を

抑
制
す
る
こ
と
に
よ
る
新
規
治

療
法
の
確
立
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
成
果

はJCI insight

誌
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
本
研
究
は
分
子
病
態

病
理
学
講
座
が
中
心
と
な
る
多

く
の
研
究
機
関
（
七
ヶ
所
）
と

の
共
同
研
究
で
、
特
に
弘
前
大

学
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
の

大
門
眞
教
授
に
は
内
容
に
つ
い

て
多
く
の
ご
助
言
、
保
健
学
研

究
科
の
伊
藤
巧
一
教
授
に
は
骨

髄
移
植
モ
デ
ル
の
作
製
に
つ
い

て
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
弘
前
大
学
の
研
究
力
の
底

力
を
知
っ
た
思
い
で
す
。
ま

た
、
分
子
病
態
病
理
学
講
座
の

ス
タ
ッ
フ
、
小
笠
原
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
技
師
さ
ん
達
の
協

力
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
力
は
す
ご
く
、

出
演
後
、
見
知
ら
ぬ
方
か
ら
研

究
を
が
ん
ば
っ
て
ね
と
か
糖
尿

病
だ
か
ら
早
く
治
療
法
を
確
立

し
て
く
だ
さ
い
、
な
ど
と
激
励

を
頻
繁
に
受
け
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
糖
尿
病

性
神
経
障
害
の
根
治
を
目
指

し
、
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｅ
を
応
用
し
た
弘

前
大
学
発
の
更
な
る
研
究
成
果

を
出
す
べ
く
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

斉藤敦志教授赤坂健一診療部長 丹野弘晃事業管理者 玉田嘉紀教授

立
ち
向
か
い
、
厳
し
い
治
療
を

頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
金

の
よ
う
に
貴
重
な
宝
物
だ
と
の

思
い
か
ら
、
ゴ
ー
ル
ド
が
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

ゴ
ー
ル
ド
に
は
、
小
児
が
ん
と

向
き
合
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

と
、
彼
ら
に
必
要
な
医
療
や
研

究
に
光
を
当
て
る
と
い
う
意

味
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
が
光
り
輝
く
よ
う
に
と
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
当
日
は
、
当
科

を
退
院
し
た
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
家
族
、
小
児
科
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
関
係
者
が
集
ま
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
走

り
回
っ
た
り
、
金
色
に
輝
く
弘

前
城
の
天
守
閣
を
バ
ッ
ク
に
写

真
を
取
っ
た
り
と
、
思

い
思
い
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

小
児
が
ん
の
年
間
発

生
数
は
、
日
本
国
内
で

二
千
～
二
千
五
百
人
と

決
し
て
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
の
病

死
の
原
因
と
し
て
は
最

多
で
あ
り
、
我
々
が
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
す
。
治
療
成
績

が
向
上
し
、
七
十
～
八

十
％
の
子
ど
も
た
ち
が

長
期
生
存
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
助
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
命
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
長
期
入
院

や
遠
方
か
ら
の
通
院
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
と

家
族
に
身
体
的
、
精
神

的
、
経
済
的
な
負
担
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
が
ん
を
克
服
し

て
も
、
治
療
の
影
響
で

成
長
や
発
達
の
障
害
、

内
分
泌
障
害
、
不
妊
な

ど
様
々
な
障
害
を
抱
え

て
生
き
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
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青
森
県
知
事
と
五
年
次
・

六
年
次
学
生
と
の
懇
談
会

学
務
委
員
長
　
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
医
学
教
育
学
講
座
　
教
授
）

　

こ
の
度
、
ア
メ
リ
カ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
一
般
財
団
法
人

国
際
教
育
振
興
会
主
催
・
第
七

十
四
回
日
米
学
生
会
議
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日

米
学
生
会
議
は
、
一
九
三
四
年

に
創
設
さ
れ
た
日
本
初
の
国
際

的
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
宮
澤
喜
一
元
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
数
多

く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
歴

史
あ
る
会
議
で
す
。
昨
年
の
七

十
三
回
会
議
が
青
森
県
で
開
催

さ
れ
た
縁
も
あ
り
、
今
回
の
参

加
に
際
し
ま
し
て
は
、
弘
前
大

学
国
際
連
携
本
部
に
参
加
費
全

額
を
ご
支
援
い
た
だ
き
、
医
学

部
学
務
担
当
の
皆
様
に
も
参
加

を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
活
動
に
対
し
て
身
に

余
る
ご
評
価
を
頂
戴
し
、
福
田

学
長
よ
り
学
生
表
彰
を
賜

り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆

様
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
米
学
生
会
議
の
主
な

活
動
は
、
四
月
か
ら
七
月

ま
で
日
本
で
行
わ
れ
る
安

全
保
障
研
修
や
自
主
研
修

（
今
回
は
福
島
研
修
）、
八

月
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ

る
本
会
議
で
す
。
そ
の

他
、
安
全
保
障
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
、LGBT

Q
+

、
社
会

正
義
、
外
交
、
哲
学
な
ど

世
界
の
諸
問
題
に
つ
い
て

　

三
村
申
吾
青
森
県
知
事
と
弘

前
大
学
医
学
部
医
学
科
学
生
と

の
懇
談
会
は
年
二
回
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
県
知
事
と
医
学
科
学

生
と
の
定
期
的
な
懇
談
は
、
全

国
的
に
見
て
も
極
め
て
稀
で
貴

重
な
会
と
な
っ
て
お
り
、
春
は

新
入
生
を
対
象
に
、
秋
は
五
年

生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
平
成
十
七
年
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
後
、
十
八
年
に
わ
た

り
連
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
五
年
生
と
の
懇
談

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
た
め
に
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今

回
の
懇
談
会
は
、
五
年
次
・
六

年
次
の
二
学
年
の
学
生
を
対
象

と
し
、
令
和
五
年
一
月
十
七
日

に
医
学
部
基
礎
大
講
堂
（
五
年

次
）
及
び
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
（
六
年

次
）
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
側
か
ら

毎
週
オ
ン
ラ
イ
ン
で
議
論
し
ま

す
。
目
的
が
問
題
解
決
で
は
な

く
議
論
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

も
日
米
学
生
会
議
の
特
長
で

す
。
議
論
だ
け
で
は
意
味
が
な

い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
日
米
学
生
会
議

で
行
わ
れ
る
議
論
は
、
問
題
解

決
を
目
指
す
「
上
向
き
」
の
議

論
に
対
し
て
、
も
の
ご
と
の
本

質
を
突
き
詰
め
る
「
下
向
き
」

の
議
論
で
す
。
な
ぜ
そ
れ
が
重

要
な
の
か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

形
で
制
度
が
残
っ
た
の
か
、
そ

も
そ
も
こ
れ
は
必
要
な
の
か
、

の
よ
う
に
、「
な
ぜ
」
や
「
そ

も
そ
も
」
を
繰
り
返
し
て
、
問

題
を
よ
り
大
き
く
、
深
く
捉
え

よ
う
と
し
ま
す
。
結
論
を
出
す

こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
本
質
に
到
達

医
学
科
三
年
　
佐
　
藤
　
宗
二
郎

日
米
学
生
会
議
に
参
加
し
て

し
よ
う
と
論
理
を
積
み
重
ね
て

い
く
姿
勢
は
、
研
究
に
も
通
ず

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
論
と
同
時
に
、
在
日
米
軍
基

地
や
福
島
原
発
、
在
米
国
日
本

大
使
館
やW

orld B
ank

と

い
っ
た
場
所
を
実
際
に
訪
れ
、

関
係
者
の
方
々
と
お
話
で
き
た

こ
と
も
、
議
論
を
机
上
の
空
論

で
終
わ
ら
せ
ず
、
現
状
の
日
本

や
世
界
の
課
題
を
肌
感
覚
で
正

確
に
捉
え
る
上
で
極
め
て
重
要

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
社
会
の
諸
問
題
を

考
え
な
が
ら
、
日
本
の
一
医
学

生
で
あ
る
小
さ
な
自
分
は
ど
ん

な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
、
ど

う
い
っ
た
価
値
を
社
会
に
提
供

で
き
る
の
か
何
度
も
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
を
通
し
て
得
ら
れ
た
も

の
は
、
と
て
も
一
言
で
は
語
り

つ
く
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
学
び
と
経
験
を
整
理

し
、
よ
り
大
き
な
視
点
で
も
の

ご
と
を
俯
瞰
し
、
よ
り
よ
い
社

会
に
す
る
た
め
に
今
の
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
常
に
考
え
な
が

ら
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

在米国日本大使館前にて

全体写真

は
三
村
知
事
に
加
え
、
永
田 

翔 

健
康
福
祉
部
長
・
小
川
克

弘
良
医
育
成
支
援
特
別
顧
問
ら

が
出
席
し
、
福
田
学
長
、
廣
田

医
学
部
長
の
列
席
の
も
と
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
始
め
に
三
村
知
事

か
ら
は
「
青
森
県
の
目
指
す
医

療
の
姿
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
地
域
を
支
え
る
保

健
・
医
療
・
福
祉
が
一
体
化
し

た
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
築
く

た
め
に
、
さ
ら
に
は
青
森
県
の

医
療
の
未
来
に
明
る
い
展
望
を

持
つ
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
の

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

十
七
年
か
ら
継
続
し
て
い
る

「
弘
前
大
学
と
連
携
し
た
県
の

取
り
組
み
」
が
紹
介
さ
れ
、
医

療
従
事
者
の
育
成
・
定
着
が
確

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
医

師
が
学
び
、
働
く
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、
県
・
市
町
村
・
大

学
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
と
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

知
事
の
講
演
の
後
は
、
県
ス

タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、
学
生
と
の

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。学
生
か
ら
は
、医
師
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
具
体
例
、
地
域
と

の
連
携
の
強
化
、
公
衆
衛
生
医

へ
の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
の
意
見
も

出
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
懇
談
会
の
幕
が
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
青
森
県
や
自
治
体
か

ら
の
寄
附
講
座
が
複
数
設
置
さ

れ
て
お
り
、
県
内
の
大
小
医
療

機
関
を
循
環
す
る
本
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
地
域
循
環
型
医
師
育
成

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
試
み
が
な

さ
れ
、
県
と
大
学
と
の
連
携
も

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
青

森
県
の
医
療
の
未
来
に
明
る
い

展
望
を
持
つ
た
め
に
は
、
弘
前

大
学
医
学
部
を
中
心
と
す
る
循

環
型
医
師
育
成
の
中
で
、
多
く

の
卒
業
生
が
青
森
県
に
定
着

し
、
大
学
が
担
う
教
育
・
研
究

機
能
を
充
実
し
て
ゆ
く
こ
と
も

肝
要
で
す
。

す
。
小
児
が
ん
は
大
人
の
が
ん

と
比
べ
て
認
知
度
が
低
く
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
機
に
支
援
の
輪
が
広

が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
原
稿
執
筆
時
に
も
附
属
病

院
の
外
来
待
合
ホ
ー
ル
の
入
口

付
近
で
、
国
際
小
児
が
ん
デ
ー

（
二
月
十
五
日
）
に
関
す
る
展

示
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
小
児
が
ん
の

診
療
や
研
究
に
取
り
組
む
と
と

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

も
に
、
支
援
の
輪
を
広
げ
る
活

動
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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特 集

医
学
部
学
術
賞
を
受
賞
し
て

（
特
別
賞
）

消
化
器
内
科
、
血
液
内
科
、
膠
原
病
内
科

　
講
師
　
飯
　
野
　
　
　
勢

特 別 賞
第
27
回
　
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

　

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
第

二
十
七
回
弘
前
大
学
医
学
部
学

術
賞
（
特
別
賞
）
を
受
賞
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
研
究
課
題
は

「
慢
性
疾
患
に
関
わ
る
腸
内
細

菌
叢
と
代
謝
産
物
」
で
、
腸
内

細
菌
叢
の
研
究
に
な
り
ま
す
。

　

腸
内
に
は
千
種
類
、
百
兆
個

以
上
の
腸
内
細
菌
が
生
息
し
て

お
り
、
腸
内
細
菌
叢
は
、
そ
の

複
雑
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
で
我
々

の
健
康
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
特
に
、
腸
脳
相
関
を

始
め
と
し
各
臓
器
や
慢
性
疾
患

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
現
在
、
肝
臓
を
専
門

と
し
て
臨
床
と
研
究
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
肝
臓
分
野
に
お

い
て
、
日
本
人
の
約
三
千
万
人

が
罹
患
し
て
い
る
と
言
わ
れ

るN
A

FLD

が
、
現
在
最
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
疾
患
の
一
つ

で
す
。
こ
のN

A
FLD

の
原
因

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
腸

内
細
菌
叢
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。
本
研
究
で
は
、N

A
FLD

の
罹
患
者
で
は
特
に
酪
酸
産
生

菌
で
あ
るFaecalibacterium

の
減
少
を
認
め
ま
し
た
。
研
究

を
継
続
し
、
現
在
治
療
法
が

確
立
し
て
い
な
いN

A
FLD

・

N
A

SH

の
予
防
や
治
療
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
妻
が
産
婦
人
科

医
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
産
婦
人

科
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
が
腸
内

細
菌
の
代
謝
に
う
け
て
生
成

さ
れ
る
エ
ク
オ
ー
ル
に
つ
い
て
も

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
エ

ク
オ
ー
ル
に
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
作

用
が
あ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
も
防
護
的
に
働
く

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
を
通

し
て
、
特
に
肥
満
型
のN

A
FLD

と
は
代
謝
機
序
が
異
な
る
や
せ

型
のLean N

A
FLD

の
男
性

が
強
く
エ
ク
オ
ー
ル
産
生
能
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
判
明

し
、
腸
内
細
菌
叢
で
は
特
に
産

生
に
関
わ
るSlackia 

isoflavoniconvertens

が
関
連
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
院
の
時 

代
か
ら
行
っ
て
い
る

H
elicobacter pylori

に
つ
い
て
の
研
究
も

継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、H

. pylori

感
染
に
よ
り
腸
内
細

菌
叢
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
を
示
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

長
期
的
なH

. pylori

感
染
が
も
た
ら
す
胃

粘
膜
萎
縮
に
よ
る
胃

酸
の
低
下
に
よ
り
、

口
腔
内
常
在
菌
が
腸

内
に
与
え
る
影
響
を

反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
は
岩

木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
で
の
解
析

で
あ
り
、
岩
木
健
康

増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

全
て
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
消
化
器
内
科
、
血

液
内
科
、
膠
原
病
内
科
で
、
御

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
前
教
授

の
福
田
眞
作
先
生
、
研
究
の
基

本
か
ら
論
文
を
書
け
る
ま
で
に

育
て
て
い
た
だ
い
た
下
山
克
先

生
、
御
指
導
、
御
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
賞
を
励
み
と
し
今
後
も
日
常

臨
床
と
研
究
に
邁
進
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

医
学
部
学
術
賞
を
受
賞
し
て

（
奨
励
賞
）

奨 励 賞
　

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
分
子
病
態
病
理
学
講
座
の
竹

内
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
弘

前
大
学
医
学
部
学
術
賞
（
奨
励

賞
）
と
い
う
大
変
栄
誉
あ
る
賞

を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
選

考
委
員
会
の
先
生
方
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、
投

稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
論

文
は｢T

he diversity and 
abundance of gut m

icrobiota 
are associated 1 w

ith the 
pain sensation threshold in 
the Japanese population｣

（
日

本
人
に
お
け
る
腸
内
細
菌
叢
の

多
様
性
と
痛
覚
閾
値
の
変
化
に

分
子
病
態
病
理
学
講
座
　
助
手
　
竹
　
内
　
祐
　
貴

つ
い
て
）
で
す
。

　

当
講
座
で
は
主
に
糖
尿
病
性

神
経
障
害
と
膵
β
細
胞
の
研
究

を
主
に
行
っ
て
お
り
、
基
礎
研
究

に
加
え
て
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
、
表
皮
内

神
経
痛
覚
閾
値
検
査（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）

で
小
径
神
経
障
害
に
関
す
る
評

価
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
二
〇
二

〇
年
にLipopolysaccharide 

binding protein

（
Ｌ
Ｂ
Ｐ
）
と

い
う
Ｌ
Ｐ
Ｓ
を
Ｍ
φ
（
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
）
な
ど
に
運
搬
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
タ
ン
パ
ク

質
と
痛
覚
閾
値
が
正
の
相
関
を

す
る
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
体
内
細
菌
叢
と

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
値
に
関
す
る
検
討
を

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
腸
内
細
菌
叢
特
に

Bacteroides

と
の
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
値

の
相
関
を
見
出
し
ま
し
た
。
こ

の
発
見
は
糖
尿
病
性
神
経
障
害

の
発
症
機
序
の
一
つ
と
し
て
腸

内
細
菌
叢
の
変
化
の
可
能
性
も

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
腸
内
細
菌
叢
の
変
化
を
プ
ロ

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
や
食
事
、
運

動
を
含
む
生
活
習
慣
の
改
善
な

ど
に
よ
り
、
元
の
状
態
に
戻
す

こ
と
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
値
の

改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

こ
の
詳
細
な
機
序
の
解
明
に
も

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今

後
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
岩

木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

継
続
し
て
い
く
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
に
加
え
て
基
礎
研
究

で
の
こ
の
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
見
出
さ
れ
た
こ
と

の
機
序
の
解
明
に
む
け
て
研
鑚

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、

大
変
手
厚
く
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
水
上
浩
哉
先
生
、
大
門

眞
先
生
、
袴
田
健
一
先
生
、
三

上
達
也
先
生
、
中
路
重
之
先

生
、
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
部
学
術
賞
を
受
賞
し
て

（
奨
励
賞
）

奨 励 賞

青
森
県
立
中
央
病
院
外
科
　
鶴
　
田
　
　
　
覚

（
消
化
器
外
科
学
講
座
所
属
）

　

こ
の
度
は
、
私
は
第
二
十
七

回
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

（
奨
励
賞
）
を
受
賞
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
名
誉
あ
る
本

賞
を
授
か
り
ま
し
た
こ
と
大
変

有
り
難
く
光
栄
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
選
考
に
関
わ
ら

れ
た
先
生
方
に
心
よ
り
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
受

賞
論
文
で
あ
る「D

evelopm
ent 

of hum
an gut organoids 

w
ith

 resid
en

t tissu
e 

m
acrophages as a m

odel of 
in

te
stin

a
l im

m
u

n
e 

responses

」（C
ellular and 

M
olecular Gastroenterology 

and H
epatology

（
Ｃ
Ｍ
Ｇ
Ｈ
）

掲
載
）
は
、
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
所 

再
生
医

療
セ
ン
タ
ー
の
阿
久
津
英
憲
部

長
（
Ｈ
七
年
弘
前
大
学
卒
）
ら

と
の
共
同
研
究
に
よ
り
腸
管
の

免
疫
機
能
を
有
す
る
高
機
能
化

し
た「
腸
管
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド（
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
阿

久
津
英
憲
部
長
ら
が
二
〇
一
七

年
に
開
発
し
た
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞

や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
よ
り
創
生
さ
れ

る
小
腸
の
三
次
元
臓
器
モ
デ

ル
）」
の
開
発
を
世
界
で
初
め

て
報
告
し
た
論
文
で
す
。
ヒ
ト

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
腸
管
立
体

臓
器
「
腸
管
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
」

に
組
織
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
を
生

着
さ
せ
、
生
体
小
腸
組
織
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
の
特
性
お
よ
び

機
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ミ
ニ
腸
内
の

組
織
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
ヒ
ト

小
腸
組
織
内
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
が
も
つ
特
徴
的
な
タ
ン
パ
ク

質
の
発
現
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、

大
腸
菌
成
分
を
貪
食
す
る
機
能

も
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
本
研
究
で
は
、
腸
管
オ

ル
ガ
ノ
イ
ド
内
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
が
生
体
の
小
腸
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
と
近
似
し
た
特
性
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
ま

し
た
。
疾
患
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら

も
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
内
在
腸
管

オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
創
出
も
可
能
で

あ
り
、
今
後
、
本
研
究
成
果
を

活
用
す
る
こ
と
で
難
治
性
腸
疾

患
の
病
態
解
明
や
診
断
方
法
開

発
、
創
薬
研
究
へ
の
応
用
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
本
研
究
で
用
い
た
オ
ル
ガ

ノ
イ
ド
技
術
は
が
ん
研
究
へ
の

応
用
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
本

学
で
も
研
究
倫
理
申
請
承
認
下

に
患
者
腫
瘍
検
体
か
ら
の
が
ん

オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
創
出
が
可
能
で

あ
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
が
ん
オ
ル
ガ
ノ
イ

ド
の
特
性
を
生
か
し
た
患
者
特

異
的
疾
患
研
究
や
組
織
特
性
評

価
、
個
別
治
療
の
検
証
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
応
用
へ
発
展
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
度

の
受
賞
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
、
弘
前
で
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
模
索
し
な
が
ら
世
界
へ
発

信
で
き
る
臨
床
お
よ
び
研
究
を

継
続
し
て
参
り
た
い
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
研
究

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た

袴
田
健
一
教
授
、
阿
久
津
英
憲

部
長
、
共
同
研
究
実
現
に
際
し

て
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
坂
本

義
之
准
教
授
を
は
じ
め
、
国
立

成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研

究
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
消
化
器
外

科
学
講
座
の
皆
様
な
ど
非
常
に

多
く
の
方
の
協
力
お
よ
び
支
援

第27回　弘前大学医学部学術賞
第25回　医学部附属病院診療奨励賞
第41回　唐牛記念医学研究基金助成金

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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診
療
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

（
診
療
技
術
賞
）

薬
剤
部
　
副
薬
剤
部
長
　
金
　
澤
　
佐
知
子

診療技術賞
　

こ
の
度
は
「
高
薬
価
医
薬
品

の
無
駄
な
廃
棄
削
減
に
向
け
た

デ
ー
タ
分
析
と
適
正
在
庫
管
理

ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
取
り
組
み
に

対
し
て
診
療
奨
励
賞
（
診
療
技

術
賞
）
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

は
、
二
〇
一
九
年
六
月
、
あ
る

薬
剤
部
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
「
今

年
度
の
期
限
切
れ
廃
棄
薬
剤
が

す
ご
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
」

と
い
う
一
言
で
し
た
。
改
め
て

廃
棄
薬
剤
お
よ
び
近
く
期
限
切

を
閉
塞
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
と

な
る
た
め
）、
開
胸
・
開
腹
手

術
が
不
能
と
考
え
ら
れ
る
高

齢
・
有
合
併
症
患
者
に
対
し
て

は
、
治
療
の
選
択
肢
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
当
科
で

は
二
〇
二
〇
年
八
月
よ
り
、
弓

部
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
逆
行
性

穿
刺
開
窓
に
よ
る
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
治
療
（
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
リ
ブ

ス
）
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、

附
属
病
院
「
高
難
度
新
規
医
療
」

の
認
可
の
も
と
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
は
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
血
管
外
科

の
大
木
隆
生
教
授
が
開
発
さ
れ

た
術
式
で
、
頸
部
分
枝
よ
り
血

管
内
に
Ｐ
Ｔ
Ｇ
Ｂ
Ｄ
（
経
皮
的

胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
）
針
を
挿
入

し
、
胸
部
大
動
脈
瘤
内
に
留
置

し
た
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
穿

刺
し
て
開
窓
、
続
い
て
小
口
径

の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
で
頸
部

血
管
を
再
建
す
る
術
式
で
す
。

針
を
血
管
内
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
高
度
な
技
術
を
必

要
と
し
ま
す
が
、
現
在
ま
で
に

弓
部
大
動
脈
瘤
十
五
例
全
て
を

安
全
に
治
療
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
手
術
は
複
数
の

手
術
操
作
（
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
の
挿
入
や
頸
部
の
穿
刺
、
バ

ル
ー
ン
の
操
作
）、
を
同
時
に

行
う
必
要
が
あ
り
、
チ
ー
ム
力

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
こ
れ

に
加
え
て
高
齢
・
有
合
併
症
の

患
者
を
管
理
い
た
だ
く
麻
酔

科
・
術
場
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
病
棟
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
も
含
め
た

チ
ー
ム
力
の
成
果
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

症
例
数
は
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
に
続
い
て
日
本
で
二
番
目
で

あ
り
、
二
〇
二
三
年
四
月
に
東

京
で
あ
り
ま
す
第
百
二
十
三
回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
採
択
さ

れ
、
発
表
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
術
式
を
腹
部
内

臓
動
脈
に
世
界
で
初
め
て
応
用

し
、
論
文
発
表
を
行
う
な
ど
、

国
内
外
で
評
価
を
い
た
だ
く
傍

ら
、
さ
ら
に
別
の
高
難
度
新
規

医
療
と
し
て
「
胸
腹
部
大
動
脈

瘤
に
対
す
る
自
作
開
窓
に
よ
る

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
」
も
開
始

し
ま
し
た
。
手
術
不
能
と
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん
に
最

善
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
ま
た
北
日
本
で
No
１
の
先

進
大
動
脈
血
管
内
治
療
施
設
を

目
指
し
、
チ
ー
ム
一
丸
で
努
力

し
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
重
ね
て
麻
酔
科
・
術

場
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・

病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
サ
ポ
ー

ト
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
当
講

座
皆
川
教
授
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
全
て
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
の
お
力
添

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
41
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ａ
）
を
受
賞
し
て

脳
神
経
内
科
　
講
師
　
西
　
嶌
　
春
　
生

助成金Ａ
第
41
回
　
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金

　

こ
の
度
は
唐
牛
記
念
医
学
研

究
基
金
の
助
成
を
頂
く
こ
と
に

な
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
み
ち
の
く
銀
行
様
、
選
考

に
あ
た
っ
て
下
さ
っ
た
諸
先
生

方
、
ご
関
係
の
皆
様
に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
み
ち
の
く
銀
行

初
代
頭
取
の
故
唐
牛
敏
世
氏
の

遺
志
に
よ
り
同
行
か
ら
本
学
医

学
部
に
寄
贈
さ
れ
た
奨
学
寄
附

金
を
基
に
一
九
八
一
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
助
成
金
の
贈
呈

式
は
唐
牛
氏
の
命
日
で
あ
る
一

月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
私
は
今
回
の
応
募
に
あ
た

り
氏
の
経
歴
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
明
治
大
学
の
前
身
で
あ

る
明
治
法
律
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
が
実
業
界
入
り
を
志
し
て

中
退
し
、
紆
余
曲
折
を
経
て

四
十
四
歳
で
弘
前
無
尽
会
社
の

社
長
に
就
任
、
そ
の
後
九
十
七

歳
に
し
て
み
ち
の
く
銀
行
の
初

代
頭
取
に
な
る
と
い
う
、
非
常

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
た
人
生

を
送
ら
れ
た
方
で
す
。
今
回
助

成
対
象
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
、

助
成
し
て
頂
く
二
年
間
だ
け
で

な
く
そ
の
先
も
頑
張
れ
る
よ
う

な
励
ま
し
を
得
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
唐
牛
氏
の
遺
志
に

沿
う
よ
う
、
社
会
に
還
元
で
き

る
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
る
べ
く

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
回
助
成
の
対
象
と
な
っ
た

研
究
課
題
は
「
加
齢
に
よ
る
シ

ナ
プ
ス
可
塑
性
の
変
化
を
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
モ
デ
ル
動
物
を
用

い
て
調
べ
る
」
で
す
。
私
た
ち

脳
神
経
内
科
学
講
座
で
は
、
以

前
か
ら
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
モ
デ

ル
ラ
ッ
ト
を
作
成
し
、
Ｌ‒

ド

パ
誘
発
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
と
い
う

異
常
不
随
意
運
動
の
発
症
機
序

に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
若
年
成
体

の
モ
デ
ル
を
用
い
て
ジ
ス
キ
ネ

ジ
ア
の
背
景
に
あ
る
神
経
細
胞

の
異
常
な
可
塑
的
変
化
を
見
出

し
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
可

塑
性
が
加
齢
に
よ
り
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
る
の
か
を
究
明

す
べ
く
、
今
回
の
研
究
を
立
案

し
ま
し
た
。
本
研
究
に
よ
り
高

齢
発
症
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
で
Ｌ‒

ド
パ
誘
発
ジ
ス
キ
ネ

ジ
ア
が
起
こ
り
に
く
い
原
因
を

解
明
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
一

般
的
に
加
齢
に
よ
り
学
習
能
力

が
低
下
し
て
い
く
機
序
に
つ
い

て
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
と
同
様
、

今
回
の
研
究
も
脳
神
経
生
理
学

講
座
や
脳
神
経
病
理
学
講
座
の

先
生
方
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
先

生
方
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
遂

行
で
き
ま
せ
ん
。
世
の
中
に
発

信
で
き
る
よ
う
な
研
究
成
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

こ
れ
か
ら
も
お
力
添
え
の
ほ
ど

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

れ
と
な
る
薬
剤
の
デ
ー
タ
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
八
年

度
か
ら
廃
棄
金
額
が
増
え
始

め
、
二
〇
一
九
年
度
は
期
限
切

れ
が
見
込
ま
れ
る
薬
剤
を
含
め

る
と
驚
く
ほ
ど
廃
棄
金
額
が
膨

れ
上
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

し
た
。
以
前
よ
り
診
療
科
に
対

し
て
一
年
以
内
に
期
限
が
切
れ

る
薬
剤
の
情
報
提
供
を
し
、
そ

の
使
用
を
促
す
取
り
組
み
は
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
早
急

に
在
庫
管
理
の
強
化
を
含
め
、

追
加
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　

廃
棄
薬
剤
の
傾
向
を
分
析

し
、「
緊
急
採
用
薬
剤
」「
内
服
薬
」

「
外
来
患
者
使
用
薬
剤
」「
抗
悪

性
腫
瘍
剤
（
高
額
薬
価
）」
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
薬
剤
の
廃
棄

が
多
い
こ
と
か
ら
、
約
二
千
種

類
あ
る
契
約
薬
剤
の
う
ち
、「
一

日
薬
価
の
高
額
な
緊
急
採
用
薬

剤
」
に
対
象
を
絞
っ
て
在
庫
管

理
を
強
化
す
る
方
針
と
し
ま
し

た
。
外
来
患
者
分
の
薬
剤
の
購

入
時
期
の
調
整
（
カ
ル
テ
等
か

ら
患
者
情
報
の
収
集
し
、
受
診

日
直
前
に
購
入
）、
緊
急
採
用
薬

剤
使
用
患
者
の
把
握
の
強
化
、

診
療
科
と
の
連
携
等
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
二
〇
一
九
年
度
に

は
八
百
万
円
を
超
え
て
い
た
廃

棄
薬
剤
は
、
二
〇
二
〇
年
度
に

は
三
百
万
円
超
、
二
〇
二
一
年

度
に
は
二
百
五
十
万
円
超
ま
で

削
減
で
き
ま
し
た
。

　

廃
棄
薬
剤
の
削
減
は
、
薬
剤

部
ス
タ
ッ
フ
が
地
道
に
在
庫
管

理
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る

と
同
時
に
、
薬
剤
部
か
ら
の
申

し
出
に
対
し
て
快
く
応
じ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
各
診
療
科
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
達
成
で
き
た

こ
と
で
あ
り
、
関
わ
っ
た
す
べ
て

の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
治
療
法
が
日
進
月

歩
で
進
化
す
る
の
に
伴
い
、
高

診
療
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

（
診
療
技
術
賞
）

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座
　
講
師
　
齊
　
藤
　
良
　
明

診療技術賞
第
25
回
　
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

　

こ
の
度
は
大
動
脈
病
変
に
対

す
る
高
難
度
・
先
進
血
管
内
治

療
に
対
す
る
診
療
技
術
賞
の
表

彰
に
与
り
、
運
営
委
員
長
の
大

山
病
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
審

査
員
の
皆
様
に
ま
ず
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
動
脈
疾
患
に
対
す
る
血
管

内
治
療
（
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

治
療
）
は
二
〇
〇
六
年
よ
り
国

内
で
保
険
診
療
と
し
て
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
腹
部

大
動
脈
病
変
に
対
し
て
は
七
機

種
、
胸
部
大
動
脈
病
変
に
対
し

て
は
五
機
種
が
認
可
・
保
険
償

還
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

病
変
に
あ
っ
た
機
種
を
選
択
し

て
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
頸
部
血
管
や

腹
部
内
臓
動
脈
を
巻
き
込
ん
だ

動
脈
瘤
に
対
し
て
適
応
と
な
る

機
種
は
存
在
せ
ず
（
重
要
血
管

が
あ
っ
た
上
で
の
受
賞
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
紙
面
を
借
り
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

額
薬
価
の
薬
剤
の
使
用
動
向
も

日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
薬
剤

部
一
同
、
引
き
続
き
適
正
な
在

庫
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



医学部ウォーカー第 104 号 令和 5年 3月 15 日

第
41
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

整
形
外
科
　
助
教
　
大
　
石
　
和
　
生

助成金Ｂ
　

今
回
、『
移
動
式
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用

い
た
腱
板
断
裂
の
大
規
模
疫
学

調
査
』
と
い
う
研
究
課
題
で
第

四
十
一
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究

基
金
（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
、
選
考
に
携

わ
っ
た
全
て
の
方
に
厚
く
御
礼

第
41
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

麻
酔
科
　
助
教
　
竹
　
川
　
大
　
貴

助成金Ｂ
　

こ
の
度
は
唐
牛
記
念
医
学
研

究
基
金
を
賜
わ
り
、
大
変
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
み
ち
の
く
銀
行

の
関
係
者
の
皆
様
、
選
考
委
員

の
先
生
方
に
は
こ
の
場
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
助
成
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
研
究
課
題
は
、「
テ
ロ

メ
ア
・
Ｇ
テ
ー
ル
に
よ
る
術
後

せ
ん
妄
発
症
の
予
測
」
で
す
。

株
式
会
社
ミ
ル
テ
ル
と
の
共
同

研
究
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

術
後
せ
ん
妄
は
手
術
を
契
機
に

発
症
す
る
一
時
的
な
精
神
障
害

で
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
生
活

の
質
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま

た
、
術
後
死
亡
率
上
昇
の
危
険

因
子
で
も
あ
り
ま
す
。
発
症
機

序
に
は
加
齢
や
脳
内
炎
症
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

テ
ロ
メ
ア
は
染
色
体
末
端
部

分
に
存
在
し
、
特
に
最
末
端
に

あ
る
一
本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
領
域
は
Ｇ

テ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

テ
ロ
メ
ア
・
Ｇ
テ
ー
ル
は
と
も

に
加
齢
に
よ
り
短
縮
し
ま
す

が
、
テ
ロ
メ
ア
は
不
可
逆
的
な

短
縮
で
あ
る
の
に
対
し
、Ｇ
テ
ー

ル
は
可
逆
的
で
あ
り
、
種
々
の

ス
ト
レ
ス
を
反
映
し
て
そ
の
長

さ
が
変
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
テ
ロ
メ
ア
長
は
加

齢
性
疾
患
と
の
関
連
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
軽
微
な
炎
症
所
見

を
反
映
す
る
た
め
、
脳
内
炎
症

と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
Ｇ
テ
ー
ル
も
加

齢
性
疾
患
と
の
関
連
が
報
告
さ

れ
お
り
、
今
後
様
々
な
病
態
を

反
映
す
る
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
術
前
・
術

後
の
テ
ロ
メ
ア
・
Ｇ
テ
ー
ル
は

加
齢
を
危
険
因
子
と
す
る
術
後

せ
ん
妄
の
発
症
を
予
測
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
本
研

究
の
着
想
に
至
り
ま
し
た
。
予

測
さ
れ
た
患
者
に
対
し
て
重
点

的
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
予
防

に
繋
げ
、
術
後
ア
ウ
ト
カ
ム
の

改
善
の
一
助
と
な
る
研
究
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

学学
生生
だだ
よよ
りり

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

学生
だより覚

悟
を
問
わ
れ
た
二
ヶ
月
間

覚
悟
を
問
わ
れ
た
二
ヶ
月
間

医
学
科
二
年
　
安
　
藤
　
舞
　
佳

　

実
習
室
に
入
る
と
き
、
私
の

胸
の
鼓
動
は
未
だ
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
音
を

奏
で
て
い
ま
し
た
。
試
合
前
の

高
揚
感
と
も
違
う
、
試
験
前
の

緊
張
感
と
も
違
う
。
私
は
未
だ

に
当
時
の
気
持
ち
に
名
前
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

実
習
を
通
し
て
、
私
は
今
ま

で
の
自
分
が
い
か
に
教
科
書
の

中
で
生
き
て
き
た
か
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
教
科
書
か
ら

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
教
科
書

と
は
異
な
る
こ
と
な
ど
、
一
般

化
で
き
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
十
人
十
色
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
人
は
誰

一
人
と
し
て
同
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
当
然
の
こ
と
に

困
惑
し
て
い
る
自
分
に
驚
き
と

恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

同
時
に
、
見
た
目
で
は
同
じ
よ

う
に
見
え
る
も
の
で
も
、
一
人

一
人
が
長
い
時
間
を
か
け
て
作

り
上
げ
た
唯
一
無
二
の
一
点
物

は
、
私
た
ち
へ
新
た
な
学
び
を

も
た
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
れ
こ
そ
、「
君
た
ち
が

欲
す
れ
ば
、
ご
遺
体
は
余
す
こ

と
な
く
驚
き
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
。」
と
い
う
教
授
の
お

言
葉
の
意
味
を
初
め
て
理
解
し

た
瞬
間
で
し
た
。

　

実
習
を
終
え
て
、
自
分
は
先

生
方
の
崇
高
な
思
い
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
今
で
も
自

問
自
答
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
に
正

解
を
与
え
て
く
れ
る
人
は
居
ま

せ
ん
。
今
私
に
で
き
る
こ
と

は
、
先
生
方
が
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
一
滴
も
手
か
ら

こ
ぼ
れ
落
と
す
こ
と
な
く
、
医

師
を
目
指
す
者
と
し
て
の
覚
悟

と
心
構
え
を
持
ち
続
け
る
こ
と

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

解
剖
学
実
習
を
終
え
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

解
剖
学
実
習
を
終
え
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

医
学
科
二
年
　
奥
　
谷
　
優
　
乃

　

解
剖
学
実
習
の
初
日
、
私
は

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
私
は
ご
献
体
か
ら
十
分
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
、
ご
献

体
に
真
摯
に
向
き
合
い
勉
学
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
不

安
で
し
た
。

　

し
か
し
、
実
習
が
始
ま
り
ご

献
体
と
初
め
て
対
面
し
た
と

き
、
自
然
と
そ
の
不
安
は
消
え

て
い
き
ま
し
た
。
ご
献
体
の

方
々
は
私
た
ち
の
最
初
の
患
者

さ
ん
で
あ
る
と
同
時
に
先
生
で

あ
る
。
解
剖
学
の
教
授
か
ら
教

申
し
上
げ
ま
す
。
研
究
課
題
に

あ
る
〝
腱
板
〟
と
は
、
肩
関
節

の
挙
上
や
回
旋
動
作
に
携
わ
る

重
要
な
構
造
で
、
一
般
的
に
肩

関
節
の
〝
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
〟

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
に

よ
る
変
性
を
基
盤
と
し
て
、
腱

板
が
断
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
動
作
時
や
夜
間
の
安
静
時

に
慢
性
的
な
肩
の
痛
み
を
生
じ
、

生
活
の
質
を
著
し
く
落
と
す
た

め
、
多
く
の
腱
板
断
裂
の
患
者

さ
ん
が
治
療
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
中
高
年
に
な
る
と
発
症
し

ま
す
が
、
本
邦
で
は
大
規
模
な

疫
学
調
査
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

正
確
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
整
形
外

科
学
講
座
で
は
、〝
岩
木
健
康
増

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
運
動
器
の
疫
学
調
査
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
既
に
脊
椎

と
膝
関
節
で
移
動
式
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

用
い
た
健
診
を
行
な
っ
て
お
り
、

こ
の
経
験
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
利

き
手
の
肩
関
節
に
お
け
る
Ｍ
Ｒ

Ｉ
健
診
を
行
い
、
腱
板
断
裂
の

有
病
率
と
疾
患
関
連
因
子
の
解

析
を
行
う
予
定
で
す
。
採
択
頂

い
た
研
究
基
金
を
、
腱
板
断
裂

の
新
し
い
病
態
解
明
に
役
立
て
、

肩
の
痛
み
に
苦
し
む
方
々
へ
還

元
で
き
る
よ
う
、
研
究
に
邁
進

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

わ
っ
た
こ
の
言
葉
の
通
り
、
私

が
学
ぼ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ご
献
体
の
皮
膚
か

ら
筋
肉
、
血
管
、
神
経
、
そ
し

て
臓
器
な
ど
、
文
字
通
り
身
体

の
全
て
を
こ
の
目
で
見
て
実
際

に
触
れ
て
時
に
取
り
出
し
て
よ

り
深
部
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

座
学
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い

学
び
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
印

象
深
か
っ
た
こ
と
は
、
ご
献
体

の
方
々
の
ど
の
体
の
構
成
要
素

を
見
て
も
ど
れ
一
つ
と
し
て
同

じ
も
の
が
な
く
、
そ
の
個
人
差

の
多
様
さ
を
観
察
し
て
ご
献
体

の
歩
ん
で
き
た
人
生
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
思
い
が

し
ま
し
た
。
実
習
を
行
う
た
び

に
人
体
の
構
造
に
つ
い
て
よ
り

理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
医

学
を
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
も
教

わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

解
剖
学
実
習
を
終
え
た
今
で

も
実
習
の
時
に
得
る
こ
と
の
で

き
た
学
び
は
色
褪
せ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
今
後
も
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
充
実
し
た

経
験
が
で
き
、
解
剖
学
実
習
に

関
わ
っ
た
全
て
の
方
々
に
深
い

感
謝
の
念
を
抱
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
む

こ
と
、
そ
し
て
医
師
と
し
て
の

使
命
を
果
た
す
こ
と
で
私
た
ち

の
最
初
の
患
者
様
、そ
し
て〝
先

生
〟
で
あ
る
ご
献
体
の
方
々
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
科
二
年
　
布
袋
屋
　
壮
　
太

　

初
め
に
、
ご
献
体
さ
れ
た

方
々
、
ご
家
族
の
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

自
ら
の
体
を
医
療
の
発
展
の
た

め
に
捧
げ
る
と
い
う
崇
高
な
ご

意
志
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

解
剖
学
実
習
は
こ
れ
ま
で
の

実
習
の
中
で
も
特
別
な
も
の
で

し
た
。
緊
張
か
ら
頭
の
中
が

真
っ
白
に
な
る
こ
と
が
度
々
あ

り
、
ご
遺
体
と
初
め
て
対
面
し

た
際
に
は
畏
怖
の
念
に
打
た
れ

暫
く
放
心
状
態
に
な
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
解
剖
が
始
ま
る
と
そ
の

状
況
に
陥
る
こ
と
は
一
切
無
く

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
腹
腔
動

脈
の
同
定
が
終
了
し
た
際
は
達

成
感
さ
え
覚
え
ま
し
た
が
、

思
い
返
す
と
下
田
教
授
の
「
学

ぼ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ご
献

体
の
方
々
は
沢
山
の
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
」
と
い
う
お
言
葉

の
本
当
の
意
味
を
理
解
で
き
た

瞬
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

実
習
中
、
ご
献
体
さ
れ
た

方
々
の
ご
意
志
を
無
下
に
せ
ぬ

よ
う
一
心
不
乱
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
一
点
の
曇
り
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
自
ら
の
覚
悟

の
甘
さ
や
未
熟
さ
に
気
づ
き
怒

り
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
課
題
を
放
置
せ
ず
、
よ
り

一
層
の
自
己
研
鑽
に
励
む
こ
と

が
ご
献
体
さ
れ
た
方
と
そ
の
ご

家
族
に
対
し
て
私
が
今
で
き
る

唯
一
の
恩
返
し
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
努
力

を
惜
し
ま
ず
、
よ
り
優
れ
た
医

師
と
な
っ
て
将
来
の
医
療
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。

　

改
め
ま
し
て
、
ご
献
体
さ
れ

た
方
々
、
ご
家
族
の
方
々
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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㊱
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
医
学
教
育
学
講
座
・
教
授
）

　

最
勝
院
の
仁
王
像
修
復
完
成
特
別

公
開
（
令
和
五
年
四
月
十
日
～
五
月

五
日
）
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
最

勝
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
百
七
十
年

前
の
造
立
で
、
青
森
県
で
も
最
も
古

い
仁
王
像
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）
に
、
京
都
五
山
や
鎌
倉

五
山
に
な
ら
い
、
弘
前
に
お
い
て
も

津
軽
真
言
五
山
と
し
て
、最
勝
院
（
弘

前
市
銅
屋
町
）、
百
沢
寺
（
弘
前
市

百
沢
：
廃
寺
の
た
め
岩
木
山
神
社
）、

国
上
寺
（
平
川
市
碇
ヶ
関
古
懸
）、
橋

雲
寺
（
弘
前
市
愛
宕
山
下
）、
久
渡

寺
（
弘
前
市
坂
元
）
が
そ
の
制
度
の

下
に
定
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
因
み

に
、
岩
木
山
神
社
の
拝
殿
・
楼
門
は
、

百
沢
寺
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い
う
記

録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
津
軽
一
代
様

の
一
部
に
も
な
っ
て
お
り
、
最
勝
院

は
卯
年
、
国
上
寺
は
酉
年
、
橋
雲
寺

は
辰
巳
年
で
す
（
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
七
十
二
号
、
温
泉
紀
行
④
、
第

十
四
湯
あ
た
ご
温
泉
）。
そ
ん
な
歴

史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
温
泉
巡
り
を

す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

古
懸
温
泉
（
第
百
四
十
一
湯
：
平

川
市
碇
ケ
関
古
懸
：
二
十
一
時
時

迄
）
は
、
道
の
駅
い
か
り
が
せ
き
近

く
で
、
古
懸
（
こ
が
け
）
集
落
内
に

あ
り
ま
す
。
五
山
の
ひ
と
つ
国
上
寺

（
古
懸
山
不
動
院
国
上
寺
）
は
と
て

も
立
派
で
、
是
非
一
度
訪
れ
た
い
お

寺
で
す
。
古
懸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
浴
場

は
、
国
上
寺
の
手
前
で
少
し
目
立
た

な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
地
元
の
浴
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
無
色
透
明

の
単
純
温
泉
で
す
。

　

長
田
温
泉
（
第
百
四
十
二
湯
：
平

川
市
岩
館
長
田
：
二
十
二
時
半
迄
）

花
の
湯
は
、
国
道
七
号
線
道
の
駅
ひ

ろ
さ
き
さ
ん
フ
ェ
ス
タ
い
し
か
わ
の

奥
手
に
あ
り
ま
す
が
、
平
川
の
温
泉

で
す
。
癖
の
な
い
単
純
温
泉
で
、
大

き
な
湯
船
で
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
す
。

規
模
が
大
き
く
、
露
天
風
呂
が
あ
る

な
ど
利
用
価
値
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

　

奥
大
鰐
温
泉
（
第
百
四
十
三
湯
：

大
鰐
町
虹
貝
島
田
：
奇
数
日
二
十
時

迄
）
は
、
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
の
山

の
反
対
側
で
、
島
田
集
落
の
入
口
に

あ
り
ま
す
。
森
林
浴
交
流
セ
ン
タ
ー

し
ま
だ
と
い
う
施
設
で
す
が
、
奇
数

日
の
み
の
営
業
で
、
場
所
も
分
か
り

に
く
い
た
め
到
達
難
易
度
は
高
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
道
の
駅
い
か
り
が

せ
き
か
ら
入
る
と
一
本
道
で
す
。
無

色
透
明
で
僅
か
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩

化
物
泉
の
味
が
す
る
温
泉
で
す
。

　

島
田
温
泉
（
第
百
四
十
四
湯
：
大

鰐
町
虹
貝
島
田
：
日
帰
り
十
八
時

迄
：
冬
期
は
日
帰
り
入
浴
不
可
）
は
、

青
森
ワ
イ
ナ
リ
ー
ホ
テ
ル
の
温
泉
で
、

宿
泊
し
た
際
に
入
浴
す
る
と
と
て
も

良
い
単
純
泉
（
泉
源
：
十
三・二
℃
単

純
冷
鉱
泉
）
で
す
。
大
鰐
温
泉
と
は

別
泉
源
の
た
め
、
別
の
温
泉
で
す
が
、

ホ
テ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の

辺
り
が
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
お
ら

ず
、
大
鰐
温
泉
郷
と
な
っ
て
お
り

少
々
残
念
で
す
。
上
記
の
奥
大
鰐
温

泉
と
は
場
所
も
全
く
違
い
ま
す
が
、

地
名
と
し
て
は
大
鰐
町
島
田
な
の
で

混
同
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
春
は
最
勝
院
を
は
じ
め
津
軽

真
言
五
山
に
参
拝
し
、
温
泉
も
巡
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

古
懸
温
泉

長
田
温
泉
・
花
の
湯

奥
大
鰐
温
泉

島
田
温
泉
・
青
森

ワ
イ
ナ
リ
ー
ホ
テ
ル

療
を
す
る
先
生
方
を
見
て
、
と

て
も
魅
力
的
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
ほ
と
ん
ど
の
先
生

は
男
性
だ
っ
た
の
で
、
女
性
で

も
や
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
体
力

的
に
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
、

と
不
安
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
な
る
だ

ろ
う
と
入
局
し
現
在
に
至
り
ま

す
。
い
ま
は
女
性
の
後
輩
達
も

増
え
、
も
ち
ろ
ん
男
性
の
先
輩

医
師
ら
も
と
て
も
優
し
い
先
生

方
ば
か
り
で
す
し
、
良
い
意
味

で
性
別
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
な

く
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昼
夜
働
い

て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
低
そ
う
な
科
に
見

え
が
ち
で
す
が
、
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
、
当
直
翌
日
や

夜
に
働
い
た
人
は
早
く
帰
ろ

う
、
と
上
司
が
率
先
し
て
言
っ

て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
良
い

環
境
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

入
局
後
は
虚
血
性
心
疾
患
に

対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
中

心
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、

数
年
前
か
ら
は
心
エ
コ
ー
に
注

力
し
て
い
ま
す
。
大
動
脈
弁
狭

窄
症
な
ど
の
弁
膜
疾
患
、
心
房

中
隔
欠
損
症
や
閉
塞
性
肥
大
型

心
筋
症
等
、
構
造
的
心
疾
患
に

対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
近

年
広
く
普
及
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
ら
の
診
断
や
治
療
適

応
の
判
断
、
ま
た
治
療
中
の
ガ

イ
ド
と
し
て
心
エ
コ
ー
の
役
割

は
増
え
て
い
く
一
方
で
す
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
青
森
県
に

は
心
エ
コ
ー
を
専
門
と
す
る
医

師
が
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
九

年
よ
り
一
年
半
の
間
、
東
京
ベ

イ
・
浦
安
市
川
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
国
内
留
学
を
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
心
エ

コ
ー
の
み
に
専
念
し
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
同
僚
達
と
日
々
研

鑽
を
積
み
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

病
院
で
は
循
環
器
内
科
と
心
臓

血
管
外
科
、
麻
酔
科
、
多
職
種

の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
さ
れ
る
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
が
確

立
さ
れ
て
お
り
、
一
人
の
患
者

さ
ん
の
治
療
に
対
す
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
何
度
も
繰
り
返

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

放
射
線
診
断
科
　
助
教
　
辰
　
尾
　
宗
一
郎

　

附
属
病
院
放
射
線
診
断
科
の

辰
尾
宗
一
郎
と
申
し
ま
す
。
私

は
千
葉
県
出
身
で
す
。
弘
前
大

学
卒
業
後
に
放
射
線
診
断
学
講

座
に
所
属
し
、
そ
の
後
、
大
学

附
属
病
院
で
勤
務
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
、
放
射
線
診
断
科

に
馴
染
み
の
な
い
方
に
、
私
の

仕
事
内
容
、
教
育
体
制
、
働
き

方
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

附
属
病
院
放
射
線
診
断
科
は

放
射
線
診
断
専
門
医
七
名
、
専

門
修
練
医
七
名
の
計
十
四
名
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
日
常
臨
床

は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
読

影
業
務
と
血
管
内
治
療 

（
Ｉ
Ｖ

Ｒ
）、
他
科
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
と
い
っ
た
日
中
業
務
、
夜

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科
　
助
教
　
妹
　
尾
　
麻
衣
子

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

循
環
器
内
科
の
妹
尾
麻
衣
子
と

申
し
ま
す
。
私
は
山
形
県
出
身

で
、
弘
前
大
学
入
学
を
機
に
青

森
県
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
青

森
市
民
病
院
で
二
年
間
の
初
期

研
修
の
の
ち
に
当
科
へ
入
局
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
学
生
の
頃
か
ら
漠

然
と
心
臓
病
学
へ
の
興
味
が
あ

り
、
臨
床
実
習
で
実
際
に
急
性

心
筋
梗
塞
へ
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

　　　

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

さ
れ
る
と
い
う
の
が
特
徴
的
な

施
設
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
す
る
こ
と
だ
け
で
も
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
い
ま
の

私
を
つ
く
る
財
産
と
な
り
ま
し

た
。
二
〇
二
〇
年
十
月
よ
り
大

学
へ
戻
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

カ
テ
ー
テ
ル
手
技
と
併
行
し

て
、
心
エ
コ
ー
全
般
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二

〇
二
〇
年
に
は
超
音
波
専
門
医

を
取
得
し
ま
し
た
が
、
そ
の
手

続
き
の
際
青
森
県
は
全
国
で
唯

一
、
超
音
波
専
門
医
研
修
施
設

が
一
施
設
も
な
い
都
道
府
県
だ

と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
若
手
の
超
音
波
専
門
医

育
成
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
と
感
じ
、
二
〇
二
三
年
度

か
ら
研
修
施
設
群
（
条
件
付
き

の
研
修
施
設
の
よ
う
な
も
の
）

と
し
て
認
定
し
て
も
ら
え
る
よ

う
学
会
へ
申
請
を
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
循
環
器
領
域

だ
け
で
な
く
超
音
波
分
野
全
体

が
も
っ
と
活
性
化
し
て
く
れ
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。
私
も
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
で
、
日
々
勉
強
の

毎
日
で
す
が
、
今
後
も
精
進
し

て
参
り
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
科
二
年
　
赤
　
津
　
亜
　
美

　

実
習
室
前
で
一
礼
を
し
、
扉

の
向
こ
う
の
景
色
が
眼
に
入
っ

た
瞬
間
、
頭
の
中
が
し
ん
と

し
た
静
寂
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

真
っ
白
な
シ
ー
ツ
で
覆
わ
れ
、

実
習
台
に
横
た
わ
る
「
先
生

方
」
の
間
を
歩
き
、
も
う
後
戻

り
は
で
き
な
い
の
だ
と
自
分
の

席
に
つ
い
た
こ
と
が
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

解
剖
学
は
想
像
を
絶
す
る
ほ

ど
難
し
く
、
実
習
後
も
緊
張
が

抜
け
ず
に
眠
れ
な
い
日
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
下
田
教
授

が
「
目
の
前
に
い
る
先
生
方

は
、
あ
な
た
た
ち
が
学
ぼ
う
と

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
体
で

惜
し
み
な
く
与
え
て
く
れ
ま
す
」

そ
う
仰
っ
た
お
言
葉
の
通
り
、

昨
日
の
自
分
よ
り
何
か
一
つ
成

長
し
て
い
た
い
、
よ
り
多
く
を

吸
収
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

毎
日
私
の
背
中
を
押
し
て
い
た

の
は
、
先
生
が
私
の
小
さ
な
疑

問
や
知
的
な
好
奇
心
に
ま
で
も

両
手
を
広
げ
、
静
か
に
応
え
て

く
だ
さ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

　

私
は
お
別
れ
の
日
ま
で
、
ず
っ

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
先
生
の
歯
、
爪
、
足
先
や

目
元
な
ど
そ
の
綺
麗
な
お
身
体

の
状
態
か
ら
、
と
て
も
丁
寧
な

生
活
を
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
よ
い
よ
腹
部
を
拝
見
し

て
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

無
知
な
私
で
も
わ
か
る
ほ
ど
、

明
ら
か
に
厳
し
い
苦
難
の
痕
跡

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
先
生
は

病
と
懸
命
に
闘
っ
た
証
を
も
っ

て
私
た
ち
に
教
え
、
何
物
に
も

代
え
難
い
学
び
と
し
て
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験

や
知
識
は
、
医
師
と
し
て
歩
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
険

し
い
道
を
支
え
て
く
れ
る
生
涯

の
宝
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
挫

け
そ
う
に
な
る
度
に
、
胸
に
し

ま
っ
た
先
生
か
ら
の
贈
り
物
に

触
れ
、
こ
の
解
剖
学
実
習
で
得

た
初
心
を
思
い
起
こ
し
、
前
へ

進
め
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

御
献
体
い
た
だ
い
た
先
生
方

の
ご
意
志
に
、
そ
し
て
私
た
ち

の
手
で
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
学
び
を
受
け
取
る
こ
と
を

承
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族

の
ご
理
解
に
、
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
未
熟
な
私

た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
余

す
こ
と
な
く
応
え
て
く
だ
さ
っ

た
下
田
教
授
、
渡
邊
先
生
、
千

葉
先
生
、
白
戸
先
生
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金剛山最勝院古懸山不動院国上寺

古懸温泉

奥大鰐温泉
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

読影室にて仲間たちと

間
休
日
の
緊
急
読
影
や
緊
急
Ｉ

Ｖ
Ｒ
な
ど
の
緊
急
対
応
か
ら
な

り
ま
す
。
大
学
病
院
の
性
質

上
、
多
種
多
様
な
患
者
様
が
画

像
を
撮
影
し
て
お
り
、
全
身
の

様
々
な
疾
患
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
や
病
棟
の
急
変
患
者
な
ど

の
緊
急
読
影
も
行
っ
て
い
ま

す
。
放
射
線
診
断
科
の
醍
醐
味

は
、
現
代
医
療
で
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
る
画
像
診
断
に
つ

い
て
、
責
任
を
も
っ
て
コ
メ
ン

ト
を
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
読
影
が
そ
の
後
の

方
針
決
定
に
役
立
つ
と
非
常
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
Ｉ
Ｖ

Ｒ
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て

治
療
を
行
い
ま
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
も

放
射
線
診
断
科
の
業
務
の
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、

主
に
腫
瘍
へ
の
動
注
・
塞
栓
療

法
や
動
脈
瘤
の
塞
栓
術
、
動
脈

狭
窄
に
対
す
る
血
管
形
成
術
、

リ
ザ
ー
バ
ー
の
留
置
な
ど
の
待

機
的
な
症
例
の
ほ
か
、
二
十
四

時
間
三
百
六
十
五
日
出
血
症
例

に
対
す
る
緊
急
塞
栓
を
行
っ
て

只
今
ア
メ
リ
カ
留
学
中

産
科
婦
人
科
学
講
座
　
助
教
　
水
　
沼
　
槙
　
人

　

二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
米
国

の
国
立
衛
生
研
究
所（N

ational 
Institutes of H

ealth; N
IH

）

に
留
学
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度

医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
寄
稿
す

る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
現

地
か
ら
レ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｈ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の

隣
に
あ
る
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
あ

り
、
二
十
の
研
究
所
と
七
つ
の
セ

ン
タ
ー
か
ら
成
り
立
つ
巨
大
な

研
究
所
で
す
。
私
は
国
立
が
ん

研
究
所
（N

ational C
ancer 

Institutes; N
C

I

）
のY

ves 
Pom

m
ier

（
イ
ー
ブ
ス　

ポ
ミ
エ
）

博
士
の
研
究
室
に
所
属
し
、
主

に
基
礎
研
究
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。Boss

のY
ves

は
ト
ポ

イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
と
抗
癌
剤
研
究

の
専
門
家
で
、
同
研
究
室
は
薬

理
学
系
の
研
究
な
ど
幅
広
く

行
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
ラ
ボ

の
ス
タ
ッ
フ
は
私
の
よ
う
な
留

学
研
究
者
の
他
に
専
門
技
師
な

ど
総
勢
二
十
名
ほ
ど
の
研
究
者

が
い
ま
す
。
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

が
イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
ア
ジ
ア

の
国
出
身
者
で
非
常
に
国
際
色

豊
か
な
研
究
室
で
す
（
図
２
）。

　

私
は
現
在A

cetalax

と
い
う

薬
の
作
用
機
序
に
つ
い
て
乳
が

ん
細
胞
株
を
使
用
し
な
が
ら
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
薬
は
一

九
六
〇
年
代
下
剤
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
年
ほ
ど

前
に
抗
が
ん
作
用
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

詳
細
な
作
用
機
序
に
関
し
て
は

報
告
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
現
在

ま
さ
に
手
探
り
で
研
究
を
進
め

て
い
る
と
い
っ
た
状
態
で
す
。

　

私
は
大
学
院
卒
業
後
、
臨
床

を
中
心
に
働
い
て
い
た
た
め
、
研

図 1．Dr.Yves と

究
技
術
の
知
識
が
非
常
に
乏
し

い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
ラ
ボ

の
ス
タ
ッ
フ
は
非
常
に
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
あ
り
、
実
験
の
方
法
な

ど
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、
家
族
同
伴
で
渡
米

し
た
私
に
対
し
て
、
家
族
向
け

の
観
光
地
やactivity

に
つ
い
て

も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

毎
週
行
わ
れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
各
々
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
濃

厚
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
て
お
り
、
他
の
研
究
者
の
知

識
や
思
考
方
法
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
家
族
を
第
一
に

す
る
と
い
っ
た
考
え
が
浸
透
し
て

お
り
、
家
族
行
事
や
家
族
サ
ー

ビ
ス
を
大
切
に
す
る
よ
う
指
導

さ
れ
ま
す
（
指
導
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
）。
昨
年
は
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
観
光
（
図
３
）
を
し
た

り
バ
ー
ジ
ニ
ア
ビ
ー
チ
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
家
族

旅
行
を
も
う
少
し
で
き
れ
ば
良

い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近

ハ
マ
っ
て
い
る
料
理
の
腕
を
磨
き

つ
つ
研
究
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

図 3．リンカーン記念堂
リフレクティングプールで

　

先
日
、
普
段
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
本
町
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く

の
商
店
の
奥
さ
ん
か
ら
店
を
閉

じ
る
と
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
店
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
ほ

ん
の
少
し
前
だ
っ
た
の
で
、
ま

さ
に
青
天
の
霹
靂
で
し
た
。
長

年
働
い
て
来
た
け
れ
ど
、
こ
こ

が
潮
時
、
と
お
考
え
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。早
す
ぎ
る
の
で
は
、

と
口
を
つ
き
ま
し
た
が
、
お
客

さ
ん
へ
の
責
任
を
い
つ
ま
で
果

た
せ
る
か
、
や
っ
て
み
た
い
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
て
出
来
ず
に

い
た
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
は
時

間
を
使
い
た
い
と
。
そ
し
て
、

系
列
店
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

手
続
き
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

本
町
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に

は
、
様
々
な
商
店
が
あ
り
、
右

の
奥
さ
ん
の
お
店
ほ
ど
頻
繁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
折
に
触
れ

て
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
気
楽
に

相
談
で
き
、
時
に
少
し
無
理
な

注
文
を
思
い
切
っ
て
頼
め
る
の

も
ご
近
所
関
係
の
親
さ
で
す
。

名
乗
ら
ず
と
も
、
お
店
の
方
た

ち
は
、
私
が
大
学
職
員
と
感
じ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
店
の
方
た
ち
に
は
、
弘
前
大

学
に
対
す
る
自
然
な
信
頼
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

非
常
勤
講
師
と
し
て
、
県
外

か
ら
来
て
い
た
だ
い
た
弘
前
大

Ｏ
Ｂ
の
先
生
か
ら
昨
秋
お
聞
き

し
た
話
。
お
昼
休
み
に
本
町

キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
食
堂
を
訪

ね
、
四
十
年
前
の
学
生
時
代
に

も
こ
の
席
で
ご
飯
を
食
べ
て
い

た
と
い
う
話
を
ご
主
人
に
伝
え

た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

た
そ
う
で
す
。学
生
時
代
か
ら
、

あ
る
い
は
入
職
後
に
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
の
商
店
を
ず
っ
と
利
用

し
て
い
る
教
職
員
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

年
度
の
変
わ
り
目
、
弘
前
大

学
に
は
新
し
い
学
生
や
職
員
が

加
わ
る
一
方
で
、
三
月
を
区
切

り
に
卒
業
や
退
職
す
る
仲
間
も

い
ま
す
。
商
店
を
閉
じ
る
奥
さ

ん
も
そ
の
一
人
で
す
。
寂
し
い

で
す
が
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
ハ
ッ
ピ
ー

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
。
新
し
い
生

活
に
向
け
た
決
意
と
、
長
年
果

た
し
た
責
任
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
も
込
め
て
拍
手
を
送
り
ま

す
。

い
ま
す
。

　

次
に
教
育
体
制
に
つ
い
て
で

す
。
当
科
は
最
近
、
毎
年
新
入

医
局
員
が
入
局
す
る
よ
う
に
な

り
、
教
育
に
最
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
読
影
レ
ポ
ー
ト
は
専

門
家
が
読
む
た
め
、
専
門
修
練

医
の
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
は
必
ず

診
断
専
門
医
が
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
当
科
は
青
森
県

内
か
ら
函
館
ま
で
の
病
院
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぎ
、
他

施
設
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

毎
朝
行
っ
て
お
り
ま
す
。
各
病

院
で
集
ま
る
疾
患
が
異
な
り
、

一
つ
の
病
院
で
は
経
験
で
き
な

い
症
例
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
放
射
線
診
断
医
は
、

希
少
な
疾
患
で
未
経
験
の
症
例

で
も
診
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
我
々
は
教
育
的
な
症
例
を

共
有
し
、
日
々
知
識
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
働
き
方
に
つ
い
て
で

す
。
最
近
は
育
児
や
介
護
、
そ

の
他
の
理
由
で
在
宅
ワ
ー
ク
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
情
勢
も
踏
ま

え
、
当
院
で
は
在
宅
読
影
を
導

入
し
、
自
宅
で
も
病
院
と
ほ
ぼ

同
様
に
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
放
射
線
診
断
は
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
と
の
親
和
性
が
非
常

に
高
い
科
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

さ
え
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
自

宅
で
も
海
外
で
も
ど
こ
で
も
働

く
こ
と
が
で
き
る
点
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
放

射
線
診
断
科
は
学
会
を
あ
げ

図 2．ラボの皆との食事会

第１回第１回
弘前大学大学院医学研究科弘前大学大学院医学研究科

弘前大学医学部附属病院麻酔科弘前大学医学部附属病院麻酔科

助教助教　竹川　大貴　竹川　大貴

　医学研究科では、各講座で研究されている40歳未満の若
手研究者に、現在取り組んでいる研究内容や、研究を志した
これまでの経験を自ら紹介いただくことで、他の若手研究者
や学部学生の研究に対する意欲を養うことに加え、紹介した
若手研究者自身のモチベーションを向上させることを目的と
して、「研究者紹介動画」を作成・公開する取り組みを始め
ました。

　第１回目は麻酔科の竹川大貴（たけかわだいき）先生。『敗
血症による睡眠障害とオレキシン神経系』の研究を紹介します。

医学研究科ホームページで
公開中！

紹介動画はこちら　↓

若手研究
者紹介動画若手研究
者紹介動画

と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
留
学

の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
横
山
教

授
、
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
産

婦
人
科
同
窓
会
、
留
学
期
間
中

に
代
り
に
働
い
て
い
た
だ
い
て
い

る
教
室
員
の
方
々
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

て
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の
教
育
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
青
森
県
で

あ
っ
て
も
都
会
と
ほ
ぼ
同
様
の

教
育
体
制
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
医
学

生
の
皆
様
の
進
路
選
択
の
一
助

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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 下田 浩 教授の還暦祝いにて
後列左から　神 泉（事務職員）、岡野大輔（助手）、千葉智博（助教）、藤岡直哉（技術専門職員）、平田 彰（技術職員）
前列左から　白戸佑貴（助教）、渡邉誠二（講師）、下田 浩（教授）、齊藤絵里奈（助教）、浅野義哉（講師）

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
　
教
授
　
櫻
　
庭
　
裕
　
丈

「
つ
な
が
る
こ
と
が
生
み

出
す
力
」

　

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座

（
内
科
学
第
一
講
座
）
は
、

一
九
四
六
年
の
発
足
以
来
、
消

化
器
病
学
、
血
液
病
学
、
リ
ウ

マ
チ
・
免
疫
学
、が
ん
治
療
学
、

心
身
医
学
と
い
っ
た
幅
広
い
分

野
の
臨
床
・
研
究
・
教
育
を
主

に
担
当
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
多
種
多
様
な
分
野
で
活

躍
す
る
六
百
名
余
り
の
同
門
の

先
輩
を
輩
出
し
て
い
る
伝
統
と

そ
の
チ
ー
ム
力
が
私
た
ち
の
誇

り
で
す
。
全
国
の
国
公
立
大
学

医
学
部
の
講
座
の
臓
器
別
再
編

と
細
分
化
が
進
む
中
で
、
内
科

系
三
領
域
以
上
を
一
つ
の
講
座

が
担
っ
て
い
る
最
後
の
砦
で

す
。
内
視
鏡
機
器
や
技
術
の
進

歩
、
画
像
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
進
歩

や
遺
伝
子
診
断
の
普
及
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
開
発
さ
れ
る
分
子

標
的
治
療
、
再
生
医
療
、
そ
し

て
人
工
知
能
の
活
用
な
ど
、
近

年
の
医
学
の
進
歩
は
私
た
ち
の

診
療
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
超
高
齢
化
社
会
へ

の
突
入
、
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
進

歩
に
よ
る
遠
隔
医
療
連
携
な
ど

が
加
わ
り
ま
す
ま
す
複
雑
な
課

題
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
の
課
題
に
立
ち
向
か

い
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

様
々
な
分
野
の
知
識
、
技
術
と

経
験
の
融
合
が
不
可
欠
で
す
。

つ
な
が
る
教
育
：
新
専
門
医
制

度
に
基
づ
き
、
全
員
が
内
科
専

門
医
取
得
に
続
き
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域
の
専
門
医
取

得
と
共
に
博
士
（
医
学
）
取
得

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
始
め
に

幅
広
く
全
身
性
内
科
疾
患
診
療

を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど

ん
な
時
も
医
学
的
な
病
態
把
握

と
患
者
様
の
全
体
像
と
の
二
つ

の
面
か
ら
最
良
の
医
療
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
技
量
と
人
間

力
を
備
え
た
医
師
の
育
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。

つ
な
が
る
診
療
：
診
療
に
お
い

て
は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
引
き

継
が
れ
る
経
験
と
技
術
は
、
何

に
も
代
え
が
た
い
宝
で
す
。
ま

た
、
当
科
の
関
連
施
設
間
あ
る

い
は
領
域
の
異
な
る
医
師
同
士

の
信
頼
と
つ
な
が
り
は
、
各
領

域
の
専
門
性
の
高
い
難
治
性
疾

患
に
対
し
て
最
良
の
高
度
医
療

提
供
と
、
地
域
医
療
連
携
を
通

じ
て
県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
最
良
の
医
療
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
実
現
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
国
内
外
の
同
門
の
先
生
方

が
活
躍
す
る
学
術
機
関
や
医
療

機
関
と
の
つ
な
が
り
が
、
国
際

共
同
治
験
、
多
施
設
医
師
主
導

臨
床
試
験
な
ど
を
通
じ
た
難
治

性
疾
患
の
最
新
治
療
の
提
供
を

可
能
に
し
ま
す
。

つ
な
が
る
研
究
：
分
子
生
物
学
、

病
理
学
、
感
染
生
体
防
御
学
、

薬
剤
学
、
医
療
情
報
学
な
ど
の

医
学
分
野
だ
け
で
な
く
農
学
生

命
科
学
部
、
理
工
学
部
あ
る
い

は
地
元
の
企
業
と

の
領
域
横
断
的
な

共
同
研
究
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
生

体
の
恒
常
性
維

持
及
び
肝
・
自
己

免
疫
疾
患
と
腸

内
細
菌
叢
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
岩

木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
け

る
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ

に
よ
る
解
析
、
内

視
鏡
を
用
い
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
検
体

採
取
法
に
よ
る
解

析
、
さ
ら
に
は
動

物
モ
デ
ル
を
用
い

た
腸
管
バ
リ
ア
機

能
解
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
人

体
に
無
害
な
紫
外

線
の
臨
床
応
用
、

青
森
県
で
生
産
さ

れ
る
青
森
藍
や
白

神
山
地
か
ら
発
見

さ
れ
た
新
規
植
物

由
来
乳
酸
菌
の
臨

床
応
用
研
究
な

ど
、
人
の
治
療
へ

つ
な
が
る
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

つ
な
が
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る
力
：

基
礎
医
学
、
臨
床

医
学
、
企
業
の
固

い
つ
な
が
り
で
疾

患
の
病
態
を
様
々

な
角
度
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
手
法
を
用

い
て
解
析
し
、
弘

前
大
学
で
し
か
で

き
な
い
研
究
成
果
を
世
界
に
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。弘
前
大
学
の
皆
様
と
、

青
森
県
の
医
療
機
関
及
び
企
業

の
方
々
と
共
に
様
々
な
課
題
に

挑
戦
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

工
胸
膜
モ
デ
ル
を
用
い
た
再
生

医
療
研
究
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
紙
面
の
都
合
上
ご
紹

介
で
き
な
か
っ
た
テ
ー
マ
も
あ

り
ま
す
が
、
各
テ
ー
マ
で
光
学
・

電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
分
子
形
態

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
軸
と
し

て
、
臨
床
講
座
か
ら
の
大
学
院

生
も
交
え
な
が
ら
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
本
講
座
は
医

学
研
究
科
の
透
過
型
・
走
査
型

電
子
顕
微
鏡
の
運
営
を
担
っ
て

お
り
、
観
察
に
関
す
る
協
力
も

可
能
で
す
の
で
、
お
声
が
け
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
講
座
は
教
育
と
研
究
を
両

輪
と
し
て
本
学
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
何
卒
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座
／
生
体
構
造
医
科
学
講
座

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座
　
講
師
　
浅
　
野
　
義
　
哉

　

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講

座
／
生
体
構
造
医
科
学
講
座

は
、
二
〇
一
二
年
に
着
任
さ
れ
た

下
田 

浩
先
生
が
両
講
座
の
教
授

を
兼
任
し
、
講
座
員
（
現
在
教

員
七
名
、
技
術
職
員
二
名
、
事

務
職
員
一
名
）が「
解
剖
学
教
室
」

と
し
て
連
携
し
な
が
ら
教
育
と

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
に
関
し
て
は
医
学
教
育

の
礎
と
な
る
解
剖
学
全
般
を
担

い
、
生
体
構
造
医
科
学
講
座
に

よ
る
系
統
解
剖
学
（
二
年
次
前

期
）、
神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学

講
座
に
よ
る
組
織
学
（
一
年
次

後
期
）
お
よ
び
神
経
解
剖
学
（
二

年
次
後
期
）
と
、
一
年
を
通
し

て
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
教
育
担
当
と
同
時
に
、

本
講
座
で
は
特
に
リ
ン
パ
管
系

に
注
目
し
た
脈
管
の
機
能
形
態

学
的
な
研
究
、
な
ら
び
に
培
養

細
胞
の
組
織
化
技
術
を
駆
使
し

た
三
次
元
人
工
脈
管
網
組
織
に

関
す
る
研
究
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
リ
ン
パ
管
系
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
未
だ
情
報
が
少
な
い

末
梢
組
織
か
ら
中
枢
に
至
る
リ

ン
パ
流
路
の
器
官
系
横
断
的
な

解
明
を
目
標
と
し
て
、
ミ
ク
ロ

お
よ
び
マ
ク
ロ
両
面
で
の
描
出

技
術
に
よ
る
成
果
を
重
ね
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
癌
転
移

経
路
の
解
明
に
関
す
る
研
究
、

中
枢
神
経
系
の
リ
ン
パ
系
と
し

て
近
年
提
唱
さ
れ
て
い
る

glym
phatic system

の
研
究
、

魚
類
お
よ
び
両
生
類
を
用
い
た

リ
ン
パ
系
進
化
の
謎
に
迫
る
研

究
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
次
元
人
工
脈
管
網

組
織
に
つ
い
て
は
、
培
養
細
胞

の
細
胞
外
マ
ト
リ
ク
ス
薄
層

コ
ー
ト
技
術
を
用
い
た
「
細
胞

集
積
法
」
を
大
阪
大
学
工
学
部

と
の
共
同
研
究
で
二
〇
一
三
年

よ
り
導
入
し
、
研
究
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

人
工
組
織
内
で
形
成
さ
れ
た
脈

管
が
生
体
の
血
管
あ
る
い
は
リ

ン
パ
管
の
微
細
構
造
お
よ
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
過
程
を
高

度
に
再
現
し
、
マ
ウ
ス
皮
下
・

筋
膜
上
に
移
植
可
能
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
こ
れ
ら
を
自
己
細
胞
に
よ

る
再
生
医
療
に
繋
げ
る
た
め
、

低
侵
襲
で
採
取
可
能
な
脂
肪
組

織
由
来
間
葉
系
幹
細
胞
お
よ
び

血
液
由
来
内
皮
前
駆
細
胞
を
用

い
た
研
究
を
、
輸
血
・
再
生
医

学
講
座
の
お
力
添
え
も
得
て
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
記
に

ニ
ュ
ー
ロ
ン
前
駆
細
胞
を
加
え

た
人
工
脈
管
・
神
経
網
組
織
を

構
築
し
、
間
葉
系
幹
細
胞
と
血

管
網
が
作
る
三
次
元
微
小
環
境

が
ニ
ュ
ー
ロ
ン
分
化
を
促
進
す

る
結
果
を
得
て
い
ま
す
。
病
態

モ
デ
ル
へ
の
応
用
と
し
て
は
、

癌
腹
膜
播
種
の
初
期
動
態
を
可

視
化
で
き
る
「
脈
管
構
造
を
有

す
る
三
次
元
ヒ
ト
腹
膜
モ
デ
ル
」

（
特
許
第6296262

号
）
を
開
発

し
ま
し
た
。
本
モ
デ
ル
に
つ
い
て

は
、
消
化
器
外
科
学
講
座
と
の

連
携
で
行
っ
た
膵
癌
腹
膜
播
種

動
態
の
多
様
性
に
関
す
る
研
究
、

産
科
婦
人
科
学
講
座
の
卵
巣
癌

腹
膜
播
種
へ
の
遺
伝
子
治
療
に

関
す
る
研
究
で
成
果
を
得
て
お

り
、
現
在
は
胸
部
心
臓
血
管
外

科
学
講
座
で
行
わ
れ
て
い
る
人
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硬
式
庭
球
部
男
子
部

　
医
学
科
三
年
　
磯
　
﨑
　
貴
　
文

　

硬
式
テ
ニ
ス
の
人
気
は
う
な

ぎ
上
り
で
そ
の
勢
い
は
と
ど
ま

る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
実
際

に
皆
さ
ん
も
日
本
人
選
手
の
目

覚
ま
し
い
大
活
躍
に
熱
狂
し
て

い
る
は
ず
で
す
。
さ
て
、
こ
の

よ
う
に
硬
式
テ
ニ
ス
の
人
気
が

高
ま
る
中
で
、
私
た
ち
医
学
部

硬
式
庭
球
部
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
か
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

硬
式
庭
球
部
は
非
常
に
に
ぎ

や
か
で
個
性
的
な
部
活
で
す
。

現
在
、
男
子
部
は
二
十
名
の
部

員
が
所
属
し
て
お
り
、
女
子
部

も
あ
わ
せ
る
と
四
十
名
以
上
と

か
な
り
の
大
人
数
で
す
。
驚
く

べ
き
特
徴
と
し
て
、
そ
の
大
半

が
初
心
者
と
し
て
入
部
し
ま
し

た
。
近
年
の
テ
ニ
ス
人
気
の
高

ま
り
も
あ
っ
て
か
、
こ

こ
数
年
は
入
部
者
の
大

半
が
初
心
者
で
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

日
々
の
努
力
の
結
果
、

元
初
心
者
も
め
き
め
き

と
上
達
し
て
い
ま
す
。

県
の
大
会
で
表
彰
さ
れ

る
部
員
も
大
勢
い
る
ほ

ど
活
気
が
あ
り
ま
す
。

練
習
は
春
か
ら
秋
で
週

に
四
回
で
す
が
、
冬
は

雪
の
た
め
全
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
練
習
す
る

こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
例
年
三
月

に
は
る
ば
る
福
島
ま
で

合
宿
に
行
き
、
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
弘
前

は
極
寒
の
雪
国
の
た
め

練
習
期
間
こ
そ
短
い
で

す
が
、
他
大
学
と
比
べ
実
力
は

引
け
を
取
ら
ず
、
熱
量
も
負
け

て
い
ま
せ
ん
。
目
標
と
す
る
五

月
の
北
医
体
、
八
月
の
東
医
体

で
輝
か
し
い
成
績
を
残
せ
る
よ

う
部
員
同
士
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
大
き
な

特
徴
と
し
て
独
特
な
行
事
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
行
事
で
は

部
員
が
コ
ス
プ
レ
を
し
て
テ
ニ

ス
を
し
ま
す
。
皆
が
自
前
の
奇

抜
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
さ
ら

に
は
顔
に
塗
料
を
塗
る
人
も
現

れ
、
そ
の
光
景
は
渋
谷
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
を
も
上
回
る
迫
力
で
す
。

こ
の
独
特
性
は
ど
の
部
活
よ
り

も
強
烈
で
す
。そ
の
他
に
も
キ
ャ

ン
プ
や
花
見
な
ど
楽
し
い
行
事

が
豊
富
で
す
。
残
念
な
が
ら
コ

ロ
ナ
禍
以
降
は
開
催
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
年
こ
そ
は
開
催

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

硬
式
庭
球
部
は
た
く
さ
ん
の
人

に
囲
ま
れ
て
、
様
々
な
こ
と
を

全
力
で
楽
し
め
る
非
常
に
素
晴

ら
し
い
部
活
で
す
。

硬
式
庭
球
部
女
子
部

　
医
学
科
三
年
　
安
　
井
　
陽
　
菜

　

弘
前
大
学
医
学
部
硬
式
庭
球

部
女
子
部
は
、
現
在
二
十
一
名

が
所
属
し
て
お
り
、
シ
ー
ズ
ン

中
は
週
四
回
、
雪
の
降
る
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
は
体
育
館
で
週
一
～

二
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
男
子

部
も
合
わ
せ
る
と
計
四
十
人
以

上
の
大
所
帯
で
す
。
練
習
メ

ニ
ュ
ー
は
男
子
と
は
異
な
り
ま

す
が
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ま
で
の

移
動
や
そ
の
他
の
行
事
は
男
女

一
緒
に
行
っ
て
お
り
、
絆
の
強
い

部
活
で
す
。
保
健
学
科
の
学
生

も
在
籍
し
て
い
る
部
活
が
多
い

中
、
医
学
科
の
学
生
の
み
で
活

動
し
て
い
る
点
も
硬
式
庭
球
部

の
大
き
な
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　

部
員
の
多
く
は
大
学
か
ら
テ

ニ
ス
を
始
め
た
初
心
者
で
す
が
、

こ
の
一
年
間
で
大
き
く
成
長
し

ま
し
た
。
学
年
の
垣
根
を
超
え

た
ア
ド
バ
イ
ス
交
換
が
活
発

で
、
全
員
が
テ
ニ
ス
と
真
摯
に

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

初
心
者
二
名
が
県
学
生
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

部
内
の
ラ
ン
キ
ン
グ
戦
や
他
大

学
と
の
定
期
戦
、
青
森
県
内
の

大
会
に
参
加
し
て
お
り
、
各
々

が
実
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
大
き
な
目
標
と
し

て
、
五
月
に
行
わ
れ
る
北
医
体

と
、
八
月
に
行
わ
れ
る
東
医
体

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
団
体

戦
で
、
シ
ン
グ
ル
ス
二
本
、
ダ

ブ
ル
ス
一
本
の
計
三
本
勝
負
で

す
。
代
表
四
人
が
出
場
し
、
弘

前
大
学
医
学
部
の
名
を
背
負
っ

て
戦
い
ま
す
。
全
員
が
試
合
に

出
場
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
代
表

入
り
を
目
指
し
て
お
互
い
を
高

め
合
っ
て
い
ま
す
。
試
合
中
は

部
員
全
員
で
選
手
を
応
援
し
、

選
手
は
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
全

力
で
臨
み
ま
す
。
勝
っ
た
時
の

喜
び
は
格
別
で
す
。
そ
し
て
負

け
た
時
の
悔
し
さ
も
全
員
で
分

か
ち
合
い
、
次
の
年
へ
の
大
き

な
糧
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
以
外
に
も
お

花
見
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
縦
の
繋

が
り
横
の
繋
が
り
ど
ち
ら
も
非

常
に
強
い
で
す
。
頑
張
る
べ
き

時
は
全
力
で
頑
張
る
、
楽
し
む

時
は
全
力
で
楽
し
む
、
硬
式
庭

球
部
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。時
に
悩
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

頼
れ
る
先
輩
た
ち
、
支
え
て
く

れ
る
後
輩
た
ち
の
お
陰
で
、
テ
ニ

ス
の
み
な
ら
ず
大
学
生
活
も
充

実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た

事
実
で
す
。
こ
こ
数
年
は
北
医

体
・
東
医
体
が
中
止
と
な
り
、

無
念
に
も
引
退
を
決
断
さ
れ
る

先
輩
方
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま

し
た
。
感
染
拡
大
の
状
況
に
も

よ
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
開
催

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
先
輩

方
の
想
い
や
、
部
員
一
人
一
人

が
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
、
全

て
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
今
後
の
練
習
に
も
励

ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
医

学
部
硬
式
庭
球
部
を
ご
支
援
く

だ
さ
る
方
々
に
こ
の
場
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
よ
り

良
い
部
活
動
を
目
指
し
て
活
動

い
た
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
テ
レ
ビ
で
「
気

を
つ
け
よ
う
腎
臓
病
」
と
し
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
は
、
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
千
葉
美
佳
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

は
、
私
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
あ
っ

と
い
う
間
に
対
話
形
式
に
整
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
撮
影
で

は
、
照
明
が
非
常
に
暑
く
て
、

テ
レ
ビ
に

出
演
し
て

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て

地
域
医
療
学
講
座
　
准
教
授
　
島
　
田
　
美
智
子

現
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。

　

腎
機
能
が
通
常
の
六
割
未

満
、
も
し
く
は
尿
蛋
白
が
で
る

慢
性
腎
臓
病
は
、
日
本
で
は
成

人
の
八
人
に
一
人
、
ま
た
、
持

続
的
に
透
析
を
行
っ
て
い
る
人

は
、
現
在
三
十
四
万
人
を
超

え
、
約
三
百
七
十
人
に
一
人
の

割
合
で
す
。
医
学
部
で
習
う
慢

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

性
腎
炎
な
ど
腎
臓
病
の
数
々

は
、
覚
え
る
こ
と
が
多
く
医
学

生
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
い

わ
ゆ
る
腎
固
有
疾
患
よ
り
も
、

加
齢
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
薬

剤
性
な
ど
に
よ
る
慢
性
腎
臓
病

の
方
が
は
る
か
に
多
い
こ
と
が

現
状
で
す
。
腎
臓
は
血
液
を
二

十
四
時
間
ろ
過
し
て
整
え
て
い

ま
す
。
こ
の
腎
糸
球
体
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
取
り
替
え
の

き
か
な
い
一
生
も
の
で
す
。
八
十

代
で
は
、
慢
性
腎
臓
病
の
割
合

は
四
割
を
超
え
ま
す
が
、
今
後

高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ
て
慢
性

腎
臓
病
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と

は
必
然
で
す
。
誰
で
も
、
加
齢

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
習
慣
病
の
管
理
や
、禁
煙
、

減
塩
、適
正
体
重
の
維
持
な
ど
、

健
康
に
つ
い
て
の
意
識
が
あ
る

か
ど
う
か
で
将
来
は
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
重
症
化
し
て

し
ま
う
人
の
多
く
は
、
何
年
も

検
診
を
受
け
て
い
な
い
、
検
診

で
引
っ
か
か
っ
た
の
に
放
置
、
血

圧
・
糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い

た
の
に
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

う
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、

特
に
受
診
を
呼
び
か
け
る
よ
う

津軽塗商・田中
屋

津軽塗商・田中
屋

脳血管病態学講座
教授　今　泉　忠　淳

写真コラム （19）
写真コラム （19）

　津軽塗は弘前の伝統工芸品で
す。かつて、土手町から弘前公
園に向かって一番町の坂をの
ぼった交差点の左角に、明治時
代創業の津軽塗商・田中屋があ
りました。1976年に旧弘前市役
所の廃材を利用して建てられた
風格ある建物で【写真１】、看板
も立派でした【写真２】。家具、
お椀、箸、お盆、棗、茶筒、銘々
皿、文具など様々な津軽塗の製
品が販売されていて、観光客も多く立
ち寄っており、また、贈答用に人気が
ありました。また、工房、資料展示スペー
ス、弘前大学教育学部教授で美術家の
故村上善男氏の作品の展示スペース、

喫茶室北
奥舎、画
廊【写真
３】も あ
りました。
画廊は、
弘前市内で一番有名な画廊であり、弘前におけ
る文化の発信の重要な拠点でした。私が学生時
代に所属していた弘前大学医学部写真部も、毎
年春と秋の２回の部展で使わせていただいてい
ました。2017年に田中屋は閉店し、惜しまれ
ましたが建物は解体され、現在は駐車場になっ
ています。

【写真１】田中屋正面. 2018

【写真２】田中屋の看板. 1984

【写真3】田中屋画廊入口. 2014
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公益社団法人　青森医学振興会
【沿革】平成11年3月1日　　弘前大学医学部医学科後援会鵬桜医学振興会発足（任意団体）
　　　 平成13年4月2日　　社団法人青森医学振興会設立認可
　　　 平成24年4月1日　　公益社団法人青森医学振興会へ移行認定

　当会では、青森県の医学・医療の発展を促進するため、次の事業活動を行っております。
　　　　○医学教育活動の活性化を図るための事業への支援
　　　　○医学・医療の高度化に資する医学研究事業への支援
　　　　○地域医療の振興に寄与する事業への支援
　　　　○海外との学術交流等の活性化を図るための事業への支援

　随時、会員の募集とご寄附を受付しております。
　本会の公益目的事業に対する寄附金（年会費を含む）は、確定申告をしていただくこと
により税制上の優遇措置の対象となります。
　年会費は、下記いずれかの口座へお振込み願います。
　なお、ご入会をご希望される方又はご寄附（年会費を除く）をされる方は、お手数です
が当会までご連絡をお願いいたします。

口座名 公益社団法人　青森医学振興会

口　座

青森銀行　親方町支店　　　　　普通　1087485　　（�注：令和4年11月14日に弘前支店か
ら親方町支店に店名が変更になりま
した。）

みちのく銀行　大学病院前支店　普通　0198579
ゆうちょ銀行　　　　　口座記号番号　02200－4－57580

会　費

会員種別 年会費 参考…�ゆうちょ銀行では、令和4年1月17日から、窓口
及びATMにおいて現金で払い込みをする場合に
は、払込人様が現金利用に伴う加算料金110円を
別途ご負担いただくことになりますので、ご注意
願います。（口座からのお支払いをお勧めします。）

医学部教員
医学部卒業生等
賛同する個人
賛同する団体

1万円
2万円
2万円
10万円

お問い合わせ　公益社団法人青森医学振興会事務局
TEL・FAX�0172-40-2872　E-mail�:�info@aomori-mpm.jp

　

医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
第
百
四

号
を
お
届
け
し
ま
す
。
学
会
や

集
合
会
議
、
懇
談
会
の
記
事
が

『
笑
顔
の
集
合
写
真
』
を
添
え

て
、
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
に
お
気
づ
き
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。
二
〇
二
〇
年
頭

に
全
世
界
を
震
撼
さ
せ
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
に
よ
りCO

V
ID

-19

と
命
名

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
三
年
、
よ
う
や
く

以
前
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
失
っ
た
時
間
は
取
り
戻

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
通
学

や
部
活
動
、
帰
省
や
面
会
が
制

限
さ
れ
、
辛
い
思
い
を
し
た
方

も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
大
声
で
笑
う
こ
と

も
、
皆
で
お
酒
を
飲
む
こ
と
も

憚
ら
れ
て
不
自
由
な
思
い
を
し

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
。
再
度
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等

に
対
し
て
、
漠
然
と
し
た
不
安

感
が
消
え
な
い
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
失
っ

た
も
の
を
嘆
い
て
ば
か
り
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
幸
か
不
幸
か
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
効
率
・
利
便
性
も
経
験
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
両
方
を
上

手
く
使
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
ま
た
、
弘
前
大
学

医
学
部
を
下
か
ら
押
し
上
げ
、

上
か
ら
引
っ
張
り
上
げ
て
下
さ

り
ま
し
た
、
尊
敬
す
る
多
く
の

先
生
方
が
退
職
さ
れ
ま
す
。
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
っ
た
こ
と
に

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
へ
の
ご
寄
稿
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！ 

（
玉
井　

記
）

人 事 異 動（R4.12.1 ～ R5.2.28）

　

二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
七

日
に
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
テ
レ
ビ
診
察
室

で｢

糖
尿
病
の
治
療
～
食
事
療

法
と
運
動
療
法｣

と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
し
を
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。
お
話
し
ま
し
た
内

容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
生
活
の
一
部
で

あ
る
食
事
と
運
動
は
糖
尿
病
治

療
の
上
、
と
て
も
大
切
な
位
置

を
占
め
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

両
治
療
は
安
全
か
つ
、
無
理
な

く
継
続
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

近
年
、
糖
質
制
限
食
や
十
六

時
間
断
食
な
ど
が
血
糖
改
善
や

減
量
を
も
た
ら
す
と
巷
で
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
長
期
的

な
安
全
性
や
有
効
性
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
糖
尿
病

治
療
と
し
て
の
食
事
療
法
は
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
摂
取
す
る
こ
と
、
三
食

に
分
け
て
食
事
を
す
る
こ
と
が

血
糖
変
動
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
は
血
糖
改
善
の

み
な
ら
ず
、
高
血
圧
症
や
脂
質

異
常
症
の
改
善
に
も
有
効
で

す
。
更
に
は
、
加
齢
に
伴
う
筋

肉
量
減
少
や
骨
粗
鬆
症
の
予

防
、
心
肺
機
能
の
向
上
に
も
効

果
的
で
す
。
有
酸
素
運
動
、
レ

ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て

む
つ
下
北
地
域
医
療
学
講
座
　
准
教
授
　
柳
　
町
　
　
　
幸

運
動
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
、
日
常
生
活
活
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
も

無
視
せ
ず
運
動
と
し
て
考
え
て

良
い
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た（
ス

ラ
イ
ド
１
）。

　

か
な
り
噛
み
砕
い
て
お
話
し
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
視
聴
し
た
家

族
か
ら
は
、
も
っ
と
平
易
な
言
葉

で
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
方
が

良
い
と
意
見
が
届
き
ま
し
た
。
一

般
の
方
に
わ
か
り
や
す
く
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

放
送
で
は
、
千
葉
美
佳
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
ご

配
慮
の
お
か
げ
で
、
滞
り
な
く
収

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日

に
放
送
さ
れ
た
「
Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ

ビ
診
察
室
」
に
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、
内
分
泌
内

科
、
糖
尿
病
代
謝
内
科
の
松
橋

で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
放
送
の
内
容
に
つ
い
て
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て

内
分
泌
内
科
、
糖
尿
病
代
謝
内
科
　
講
師
　
松
　
橋
　
有
　
紀

　
「
糖
尿
病
を
考
え
る
～
糖
尿

病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

血
糖
値
っ
て
何
か
？
イ
ン
ス
リ

ン
と
は
ど
の
様
に
作
用
す
る
の

か
？
な
ぜ
血
糖
値
が
高
く
な
る

の
か
？
そ
の
原
因
は
ど
ん
な
こ

と
か
？
血
糖
値
が
高
い
と
ど
う

な
る
の
か
？
と
い
っ
た
構
成
に

し
ま
し
た
。

　

全
身
の
組
織
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
の
血
糖
（
ブ
ド
ウ
糖
）

と
イ
ン
ス
リ
ン
の
関
係
、
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
や
分
泌
能
の
変

化
に
よ
り
糖
尿
病
発
症
に
至
る

事
、
そ
の
背
景
に
あ
る
日
本
人

の
食
事
・
活
動
量
の
経
時
的
推

移
、
糖
尿
病
合
併
症
の
話
な
ど

を
、
ス
ラ
イ
ド
十
四
枚
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
放
送
を
見
て
下
さ
る

方
に
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
に
、

で
も
深
刻
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
普
段
の
診
療
で
患
者
さ
ん

に
し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

方
が
、
自
前
の
腎
臓
で
一
生
を
全

う
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

日常生活活動によるエネルギー消費（ＮＥＡＴ）と運動の比較

体重50kgの女性の場合

階階段段昇昇りり（（1100分分））
約約3355kkccaall

階階段段下下りり（（1100分分））
約約3300kkccaall

通通勤勤・・職職場場移移動動3300分分 約約9955kkccaall

徒徒歩歩通通勤勤（（1100分分））約約3300kkccaall

ジジョョギギンンググ（（1100分分））
約約6600kkccaall

運運動動前前後後ののスストトレレッッチチ
（（1100分分××22））
約約4400kkccaall

運運動動（（3300分分）） 約約110000kkccaall

洗洗濯濯（（1100分分））
約約2200kkccaall

掃掃除除（（1100分分））
約約3300kkccaall

家家事事4400分分 約約110000kkccaall

風風呂呂掃掃除除（（1100分分））
約約3300kkccaall

料料理理（（1100分分））
約約2200kkccaall

｢健康づくりのための身体活動基準2013 生活活動のメッツ表｣よりデータ引用、エネルギー算出

⃝医学研究科所属
【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R4.12.1 ビューティーウェルネス学研究講座 特任教授 加治屋　健太朗 （株）資生堂 シーズ開発センター

R5.1.1 病態薬理学講座 准教授 丹羽　康貴 筑波大学

R5.1.1 胸部心臓血管外科学講座 講師 近藤　慎浩 岩手医科大学

R5.1.1 循環器腎臓内科学講座 助手 岩崎　俊浩 弘前脳卒中・リハビリテーションセンター

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.1.1 脳卒中・血管内科学講座 准教授 横山　公章 心臓血管病先進治療学講座　准教授

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R4.12.31 循環器腎臓内科学講座 助手 金野　佑基 弘前総合医療センター

⃝附属病院所属
【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R5.1.1 放射線診断科 助教 飯田　沙野 放射線診断科　医員
R5.1.1 放射線診断科 助教 辰尾　宗一郎 放射線診断科　医員
R5.1.1 集中治療部 助手 石山　絵里奈 弘前総合医療センター
R5.1.1 集中治療部 助手 内田　達士 青森市民病院

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R4.12.31 集中治療部 助手 平井　直樹 青森市民病院
R4.12.31 集中治療部 助手 山﨑　佑眞 弘前総合医療センター
R5.1.31 呼吸器外科､ 心臓血管外科 講師 板谷　博幸 つがる総合病院

お
悔
や
み

　

弘
前
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科

（
脳
神
経
病
理 

学
講
座　

助
教
）

丹
治
邦
和
氏
に
は
、

令
和
五
年
一
月
三

日
御
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
五
十

五
歳

　

こ
こ
に
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表

し
、
御
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま

す
。

と
お
話
す
る
時
の
言
葉
の
選
び

方
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
平
易
な
フ
レ
ー
ズ
と
イ

ラ
ス
ト
で
伝
え
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
た
。
普
段
は
糖
尿
病
専
門

医
や
医
療
関
係
者
向
け
の
講
演

を
す
る
こ
と
が
多
い
（
学
生
の

講
義
も
時
々
）
の
で
す
が
、
今

回
は
ほ
と
ん
ど
の
ス
ラ
イ
ド
を

新
し
く
作
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
緊
張
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
の
で
す
が
、
Ｔ
Ｖ
収
録

は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
（
う

ま
く
編
集
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ

れ
ら
し
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
）。

　

患
者
さ
ん
か
ら
、「
先
生
が

テ
レ
ビ
に
出
て
る
の
、
見
ま
し

た
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
放
送
が
、

糖
尿
病
の
早
期
治
療
、
短
命
県

返
上
に
つ
な
が
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

インスリンってどんなもの？

• インスリンは、体の中の「すい臓」という内臓で
作られて、血液の中に分泌されます。

• 食事をすると血糖が増えます(血糖値が上がり
ます)。血糖値が上がると、インスリンが多く分泌
され、全身の細胞に取り込まれます。

すい臓

すい臓

インスリン

インスリン

血糖

血糖

空腹の時

食事した時

どうして血糖値が上がってしまうの？

• インスリンが十分に働かず、血糖をうまく細胞に
取り込めなくなると、血糖がだぶついて(血糖値
が上昇して)しまいます。それには2つの原因が
あります。

• インスリン分泌能が低下する

すい臓の働きが低下して、十分なインスリンを作れ
なくなってしまう状態。

• インスリン抵抗性が高くなる

インスリンは十分に作られているけれども、効きが
悪い状態。運動不足や食べ過ぎなどで太ってくる
と、インスリンの効きが悪くなります。

J Clin Endocrinol Metab, 2014

日本人のインスリン分泌能と抵抗性

Diabetes Care, 2014

日本人はインスリン分泌能が低く、インスリン抵抗性も低い

インスリン分泌能が低下し、インスリン抵抗性が増すことで、
血糖値が上がりやすくなる(耐糖能が悪くなる)


